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   午前１０時００分開議 

○議長（荒山光広君）  おはようございます。これより、本日の会議を開きます。 

 この際、事務局より諸般の報告をいたさせます。事務局長。 

○議会事務局長（綿谷敦朗君）  御報告いたします。 

 本日、机上に配付してございますものは、議事日程表（第２号）、以上１件でご

ざいます。御報告を終わります。 

○議長（荒山光広君）  本日の議事日程は、お手元に配付いたしております日程表の

とおりでありますので、御協力をお願いいたします。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第８０条の規定により、議長において末永義美議員、

杉山武志議員を指名いたします。 

 日程第２、一般質問を行います。 

 既に送付いたしております一般質問順序表に従いまして、順次質問を許可いたし

ます。杉山武志議員。 

   〔杉山武志君 発言席に着く〕 

○２番（杉山武志君）  改めましておはようございます。毎日暑い日が続いておりま

すが、無会派の杉山武志でございます。 

 今年は梅雨時期の雨量が少なかったせいでしょうか、酷暑が続いております。私

もボランティアをさせていただいておりますんで例年のごとく、真っ黒に日焼けを

させていただいております。 

 さて、今月の８月の３日に第三次安倍内閣が発足し、その中で安倍総理は「この

内閣は、いわば結果本位の仕事人内閣であります。国民の皆様の声に耳を澄まし、

国民の皆様とともに政治を前に進めていく。そして、しっかりと結果を出してい

く」と発言されました。 

 我々も結果が出せるように、日々研鑽・努力をしてまいりたいと思いますので、

今からの一般質問、どうぞよろしくお願いいたします。 

 今回質問させていただく項目は大きく３点、市長所信表明における教育環境の充

実について、六次産業化加工研究所の設置について、維新１５０周年・市制１０周

年に向けた取り組みについてであります。 

 それでは、一般質問順序表に沿って質問をさせていただきます。 
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 まず、市長の所信表明における教育環境の充実についてであります。 

 先般開催されました議会報告会におきましても、「市長は所信表明において教育

環境の充実を掲げられた。教育環境の充実・教育充実都市とは、一体どのようなも

ので、今何がなされているのか」との質問を受けました。 

 我々は議会におりますので、補助金制度の拡大や要員体制の充実を耳にいたして

おりますけど、該当する子供さんのおられない市民の皆さんには市長の思いや進捗

状況がわからないのではと思います。 

 そこで、市長就任後、何をどう変えられたのか、どのように環境を充実させたい

のか、進捗状況を含め、御本人から御説明いただきたいと思いますのでよろしくお

願いいたします。 

○議長（荒山光広君）  西岡市長。 

○市長（西岡 晃君）  杉山議員の市長所信表明における教育環境の充実について、

教育環境の充実、教育充実都市について、の御質問にお答えをいたします。 

 私は、平成２８年６月議会において、市長としての所信表明をいたしました。そ

の中で、今後４年間目指していく新しい美祢市の創造のための五つの柱を申し上げ

ましたが、教育環境の充実は、その中の一つの柱であります。 

 さらに、市長となって初めて編成した予算を議会へお諮りをいたしました。平成

２９年３月議会の施政方針においては、重点プロジェクトの最上位であります定住

促進、つまり住みたくなる、住み続けたいまちの実現に向け、その最も核となる教

育充実都市を推し進めると申し上げたところであります。 

 教育環境を充実していくという私の考えは、市長就任以来、一点の揺るぎもなく

今でも変わってはおりません。 

 それでは、私の意思を受け、教育委員会が具体的に取り組んだ主な事業について

申し上げます。 

 まず、ソフト面におきましては、美祢市の将来を担うグローバル感覚を持った子

供を育成するため、中学生を海外に派遣していますが、派遣の人数を２人から４人

に増員をいたしました。また、小学校の外国語活動と中学校の英語教育を充実させ

るため、外国語指導助手を１人増員し４人にいたしました。本年９月から４人体制

がとられることで学校現場への配置が可能となり、ＡＬＴが各小・中学校で活動す

ることで、より一層実践的なコミュニケーション能力の育成と国際理解教育の推進
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が図れるものと考えております。 

 さらに、学習環境に格差が生じないように、複式学級を置く市内小学校９校に学

習支援員を配置するとともに、不登校児童・生徒が学校に適応できるように支援と

指導を行う、心の広場を設置し、さまざまな教育の形にきめ細やかに対応をいたし

ました。 

 また、この９月議会に補正予算案を提出しておりますが、保護者の経済的負担の

軽減を図るため、来年度小・中学校に入学する児童・生徒の学用品費等を入学後で

はなく入学前に前倒しして支給したいと考えております。 

 次に、地域間で格差が生じて懸案事項となっております通学費補助につきまして

は、全市的に統一した新たな制度へと移行することにしており、現在、検討を重ね

ているところでありますが、平成３０年度から新制度を実施することといたしてお

ります。 

 また、市内に２校ある高等学校への市内中学生の進学率を上げるため、両高校に

御協力をいただきながら、高校の魅力を伝える生徒が制作するウィットに富んだＰ

Ｒビデオを、美祢市有線テレビで定期的に放映しております。ぜひ多くの市民の皆

様にごらんいただきたいと思っております。 

 また、この事業は、小・中学生への啓発だけでなく、市民の皆様にも市内の高等

学校の取り組みや頑張る姿を知っていただくことで、学校の存在価値が高まり、学

校を応援する機運が醸成されると考えております。美祢市民に応援される高校の生

徒たちは、自然と市への愛着が沸き、ひいては将来の定住につながり、定住促進の

実現に向けた教育充実都市を推し進めるための施策であると考えております。 

 以上、ソフト面での主な取り組みになりますが、次にハード面の取り組みについ

て申し上げますと、まず、秋芳桂花小学校整備事業に取り組んでおります。地域に

開かれた学校として平成３０年４月に開校し、嘉万小学校と別府小学校の児童が通

うこととなっております。なお、秋芳桂花小学校敷地に隣接して、嘉万保育園と別

府保育園を統合した新たな保育園も建設中であります。 

 厚保小学校においては、本年３月３１日に閉校した、旧東厚小学校と旧川東小学

校の児童が通学しており、手狭になった校舎を増築するとともに、古くなった校舎

の改修工事を行っております。 

 また、近年の気温上昇に伴い、望ましい教育環境とはいえない状況にあることか
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ら、伊佐小学校、大嶺小学校、大田小学校、秋吉小学校に空調設備を配置し、児童

の学習効果を高め学力の向上を図っております。本議会に提案しております補正予

算にも於福小学校と豊田前小学校に空調設備を設置する経費を計上をしております。

空調設備の設置につきましては、今後も計画的に進めてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上が、取り組んだ主な事業となります。 

 冒頭申し上げましたとおり、私は住みたくなる、住み続けたいまちの実現に向け、

その最も核となる教育充実都市を一点の迷いもなく、今後も推し進めてまいりたい

と考えております。議員を初めとして市民の皆様の御意見をいただきながら、また、

いただいた御意見は、教育委員会などの関係部署と慎重に協議し、実施すべきもの

と判断した事業は、恐れることなく勇気をもって実行してまいりたいと考えており

ます。 

 また、余談にはなりますけれども、今定例議会に提出いたしました豊田前中学校

の統廃合の条例でございますけども、これは私も地元で出身校でありますが、いろ

いろ賛否両論、地元でもありました。その結果、ＰＴＡ等の判断のもと中学校統合

するわけでございますが、この中学校統合するに当たって、するという情報が近隣

の市の方に情報が流れて、豊田前に定住をしたいという事案も発生いたしました。 

 これはどういうことかと言いますと、実は大嶺中学校で部活を通わせたいという

こと、そして今、中学生が美祢青嶺高校に通わせたいということで、両親の方は新

下関の職場に行かれておりますので、冬季のことを考えたら豊田前地域で過ごすの

が一番適切じゃないかということで、今豊田前地域の空き家を探されて来年度から

定住されるというふうにお聞きをしております。 

 また、こういった教育環境を充実させることによって定住の促進を図ってまいり

たいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（荒山光広君）  杉山議員。 

○２番（杉山武志君）  御説明ありがとうございました。 

 今、お話がありました豊田前、進学、部活動のために豊田前への定住というお話

がありましたが、そういった形で定住者がふえればすごくありがたい、よいことで

はなかろうかと思います。今、お話の中にも力強い思いや決意が見られたように思
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いますので、ぜひ継続していただきたいと。今のお話の中でも統合の言葉がありま

した。まして、豊田前中学校のお話も今ありましたんですが、次に統合が予定され

ている豊田前中学校におきましても、統合に関する協議会が発足した段階だとは思

いますが、その後の校舎等跡地の活用につきまして、当然時期を見計らって地域に

何らかの御要望を伺われるとは思いますが、その辺いかがお考えか伺いたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

○議長（荒山光広君）  岡崎教育長。 

○教育長（岡崎堅次君）  豊田前中学校統合後の跡地利用についての御質問にお答え

いたします。 

 閉校後の利用については、不安をお持ちの方がおられるのではないかと推察して

いるところでございます。学校の体育施設は、学校教育に支障のない範囲で地域の

スポーツ活動や社会教育の場として利用できるようにしております。また、豊田前

中学校では、現在ソフトボールやソフトバレーボール、卓球が活発に行われてると

聞いております。また、豊田前福祉の夏まつりの会場として利用されております。 

 今後、市の施策との整合性を図りながら、地域の意向やニーズについて十分配慮

し、跡地利用を検討してまいりたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（荒山光広君）  杉山議員。 

○２番（杉山武志君）  御答弁ありがとうございます。 

 今、お話の中にありましたけれど、地域の皆さんの声を大事にしていただけたら

と思います。よろしくお願いいたします。 

 それから、先ほど答弁の中で小学校の外国語活動のお話がありました。今後、小

学校に導入されます英語教育、これは話を伺いますと中学校で学ぶ程度のものが小

学校におろされると聞いております。 

 教職員の方々は授業時間の割り振りなど苦慮され、子供たちは今でもすし詰め状

態の中、さまざまな面でおくれが出てくるのではないかと心配しております。 

 小中高と高い水準の学力を維持するために、夏休みを短縮する、もしくは年間で

の授業日数をふやすことは、一層の教育環境の充実を図ることができるのではない

かと考えますが、いかがでしょうか。 

 小学校は全校全教室にエアコンが配備されるのですから、先般ニュース報道され
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ました静岡県などの改革を参考に夏休みの短縮、もしくは学期の分散など美祢市独

自の教育方法により、児童に余裕のある学習時間を考案されてはいかがでしょうか。 

 実質的な学習面の改善を図ることも、教育環境の充実を図れるんではないかと考

えますが、いかがお考えでしょうか、よろしくお願いいたします。 

○議長（荒山光広君）  岡崎教育長。 

○教育長（岡崎堅次君）  杉山議員の御質問にお答えいたします。 

 杉山議員の御指摘のとおり、空調設備の整備に伴い、授業日数の確保や教育現場

の負担軽減を狙って夏休みの短縮に取り組む自治体が出始め、全国的な論議となっ

ているのは承知いたしているところでございます。 

静岡県吉田町では、来年度から町内の小・中学校の夏休みを最短で土日を含め連

続で１６日間程度とする方向で検討しているところと聞いております。その背景に

あるのは、夏季・冬季の学習環境を整えるための御指摘のあるエアコンが町内の全

ての小・中学校の普通教室・特別教室に設置されたことにあります。 

 夏休みを短縮することは、次期学習指導要領への対応を踏まえて授業時数をふや

す一方、１日当たりの授業時数を減らすことで、教員の多忙化を解消し、授業の準

備時間などを確保し、質の高い教育の提供につなげるなどの狙いがあります。 

 一方、課題も指摘されております。地域間格差の問題や夏休みに行われるスポー

ツ少年団の活動など諸行事への参加が難しくなること、また、豊かな体験活動の機

会が減ったり、長期休業中だからできること、学校では学べないことに挑戦する機

会が減ったりすることなどの危惧もあります。 

 加えて、学校給食の確保や児童クラブ・放課後子ども教室の充実を検討する必要

も発生します。健やかな子供たちの成長を願う中で、いつ子供たちを家庭や地域に

返すのか、論議を深める必要があると考えております。 

 学力向上と教員の多忙化の解消を進めながら、夏休みを利用した家庭教育とどう

調和させていくかが今後の課題です。 

 児童・生徒や保護者の意見を聞き、学校現場の声に耳を傾けて、メリット・デメ

リットを慎重に検討してまいりたいと考えております。 

 現在、実質夏休みの終わりごろに、例えば中学校であれば実力テストとか模試を

やって全校生徒学校に出したり、または運動会の練習ということで授業日数にカウ

ントして出したりということで、学校独自に進めている学校もあります。また、そ
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のあたりの現状を踏まえながら検討を加えていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（荒山光広君）  杉山議員。 

○２番（杉山武志君）  御答弁ありがとうございます。 

 あす９月１日は、今朝のニュースで言っておりましたけれども、子供が一番自殺

をする日だと言っておりました。夏休みから新学期へのギャップについていけない

子供たちが多く自らの命を絶つということでニュースで取り上げられておりました

が、子供たちにとって休みというのは多いほうがうれしいんでしょうけど、実質サ

マースクールで学校に通い、暑い中宿題、宿題と追い立てられ、また両親が働きに

出ておられるので小さなお子さんが１人になる御家庭もあると思います。御家庭で

は子供さんの豊かな人格形成に努めていただき、学校では子供たちのスキルアップ

につながるような学習方法の改善が私は必要と考えますし、教育充実都市の名に恥

ずかしくない、美祢市ならではの施策をお願いしたいと思います。 

 抜本的な既成既念に捉われないような改善を施し、美祢市ならではのものをつく

られてはいかがでしょうか。 

 市長がよく口にされます美祢市で学ばせたいと言われるまちづくりが、さまざま

な手法により今後一層進められることを願い、次の質問に移りたいと思います。 

 市内特産物の六次産業に向けた加工研究施設の設置もしくは施設の利用について

であります。 

 私は、昨年教育経済委員会の視察に行きまして、美祢市の人口に近い佐賀県鹿島

市にあります「海道しるべ」といいます施設に伺いました。 

 これは、産業部産業支援課から加工指導・営業・販売の専門の担当職員を６名配

置しまして、中山間農業開発の一環として鹿島市産業活性化施設として設けられた

施設であります。その施設では、地域農業生産、六次産業化に向けた取り組み、情

報発信拠点としての観光資源を目的としており、加工食品の開発・試作・販売が可

能な加工研究所と販売コーナーを設置しておりました。 

 大型ミキサーや搾汁機・真空包装機を含め、遠赤外線食品乾燥機によるドライフ

ルーツ――野菜なんかもスナックにできるような機械でございましたけど――真空

凍結乾燥機によるカップ麺の具など、多くの機材が配備され、とっても充実してお

りました。 
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 その総工費は２億と高額なものでしたが、国の補助金が５０％対象となるという

ことで、この施設により収量の安定が図られているということも事実であったよう

に思われます。 

 また、販売に向けた六次産業ファンドとして、市が佐賀銀行と提携するなど、至

れり尽くせりであったと思います。 

 美祢市におきましても、栗や梨、鱒やゴボウ、大根、ブドウなど誇れる商品はた

くさんあり、それらを通年商品として開発されたい方々はたくさんいらっしゃいま

す。商品の開発がしたい、試作品を販売してみたいとの声も伺いますが、ネックに

なっているのが保健所の許可がいただける施設であります。保健所の許可を受ける

施設を設置するには数百万かかる、投資して販売が軌道の乗らなければどうしよう

といった不安に思われ、足踏みをされております。 

 一方では、六次産業の商品として直接県と交渉されている方々もいらっしゃるの

が事実であります。市内には美祢農林開発や、にじ工房などの加工所もあり、近く

長門市には調理を研究する施設があり、他市の受け入れもされております。 

 そこで、身近にあります各地域の公民館の調理室で保健所の許可を受け、市内に

販路を設けることはできませんでしょうか、お伺いいたします。 

○議長（荒山光広君）  西岡市長。 

○市長（西岡 晃君）  市内生産物の六次産業化に向けた加工研究施設の設置につい

ての御質問にお答えをいたします。 

六次産業化に向けては、多くの自治体で事業展開が進められており、今回、御質

問をいただきました加工研究所につきましても、本年の４月２１日にお隣の長門市

に六次産業化支援施設、「ながとラボ」の開設が報道されたところであります。 

 この施設は、主に長門市内のこれから六次産業化に取り組む方々が会員となれば、

食肉加工施設や惣菜加工室、真空包装機などの開放機器を利用できるとともに、各

専門分野のプロフェッショナルにアドバイスを受けながら、企画・製造・販売が連

動した商品開発が可能となります。 

 また、活用のメリットとして、専門家とともに販売戦略に基づいた商品開発、加

工品開発及びデザイン設計、売れるための商品開発を支援し、中でも官民連携型施

設の特徴を生かし、一次生産者の開発費用負担を抑えることで、継続的チャレンジ

を可能にすることであるとされています。 
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 議員のお話では、本市において新商品の開発や事業の立ち上げ等に悩んでいらっ

しゃる小グループがおられるとのことでありますが、新商品の開発について申しま

すと、大嶺町奥分に現在設置しております美祢市農林資源活用施設に御相談をいた

だければと考えております。 

 全ての要望にお応えすることはできないかもしれませんが、現在、当該施設で取

り組んでおります特産品開発事業の一環として御支援ができるものと考えておりま

すし、今後、同様の境遇の方々を救うための試験・研究機関としての機能を付加さ

せることも、当該施設の有効活用につながるものと考えており、今後、こうした機

能の充実についても検討したいと考えております。 

 また、事業の立ち上げについては、市商工会が実施されている創業・起業系事業

と併せて六次産業振興の立場からセミナーの開催等も視野に入れた支援等について

検討をしていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（荒山光広君）  杉山議員。 

○２番（杉山武志君）  ありがとうございました。 

 近隣の市町にあるものが必ずしも美祢市になくてはならないわけではありません

が、市独自のこれに代わるようなもの、もっと生み出そう・つくり出そうといった

発想を皆さんに持っていただきたいという思いがしております。 

 大嶺町奥分となりますと、秋芳町・美東町の方々は遠距離となりますし、幾らか

相談もしにくいのではないかと思われます。担当部署におかれましては、もっと前

面に出てそれら施設を利用していただきたいという思いがあるなら、それら施設と

のパイプ役、相談や紹介などを積極的に対応していただければと思います。 

 旬のものを旬にいただくことは、日本の四季を感じ大切なことだと思いますが、

通年販売できる地域特有の商品をもっと生み出し、地域の方々の手土産や観光客へ

の土産の販売として、市民の発想・実現の場を設けていただきたいと思いますので

よろしくお願いいたします。 

 最後に維新１５０周年・市制施行１０周年に向けた取り組みについてであります。 

 来年、平成３０年は明治維新１５０周年であり、美祢市も市制施行１０周年を迎

えます。県もこれを観光の目玉とすべく、各市にイベント開催の要請を図っておら

れますが、美祢市におきましては平成２６年に赤間関街道散策を企画されたのみで、
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県知事は武士の格好にふんし、以前テレビでもアピールされておりましたのに、少

し寂しいような気がします。 

 県が働きかけ、県内が観光客誘致でにぎわおうとしているさなか、おくれをとっ

ているのではないかと思います。 

 そこでお尋ねしますが、維新１５０周年と市制１０周年をうまく利用し、市民に

どのようなにぎわいをつくろうとしているのか、観光客を――どのようなイベント

でしかけようとしているのか、また、庁舎内各部署がどのように連携して働きかけ

ておられるのか教えていただければと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（荒山光広君）  西岡市長。 

○市長（西岡 晃君）  維新１５０周年・市制施行１０周年に向けた取り組みについ

ての御質問にお答えをいたします。 

 最初に、維新１５０周年に向けた取り組みについて御説明をいたします。 

 山口県では、平成３０年度の明治維新１５０周年に向けて幕末維新をテーマとし

た観光キャンペーン、やまぐち幕末維新祭を平成２６年度から既に展開をしている

ところであります。 

 これは、食や温泉、歴史文化など山口県の魅力を観光客に体験していただけるよ

う全県を上げて取り組んでいるものであります。 

 美祢市におきましても、平成２８年度に旅行会社を対象として、秋吉台・秋芳洞

や幕末維新にかかわる名所・史跡を巡っていただき、旅行商品の造成につながる現

地説明会や、やまぐち観光維新大阪情報発信会など都市圏での販売促進会議への参

加、さらに本年度は、幕末維新やまぐちデスティネーションキャンペーンにおいて、

山口県国際芸術村と連携し、秋吉台上での星空イルミネーションや秋芳洞商店街で

のイベントを開催することとしております。 

 このように、平成３０年度の維新１５０周年に向け山口県及び県観光連盟が中心

となり、本市も連携を図りながら準備を進めてまいりました。やまぐち幕末維新祭

の最終年度である平成３０年度に実施される維新１５０周年における取り組みにつ

きましては、素案は考えておりますが、来年度の予算編成の中で検討しながら進め

ていくこととしております。 

 維新１５０周年が美祢市の魅力を広く発信できる絶好の機会と捉え、幕末維新に

ちなんだ取り組みを県や関係機関と連携を図りながら進めてまいりたいと考えてお
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ります。 

 続きまして、市制施行１０周年に向けた市の取り組みについて御説明をさせてい

ただきます。 

 本市は、平成３０年３月２１日に市制施行１０周年を迎えます。 

 このため、これを節目として新市誕生からの歩みを振り返り、１０周年を祝うと

ともに、市の一体感のさらなる醸成と今後の飛躍に向けた出発点として、市制施行

１０周年記念事業を実施することとしております。 

 また、この記念事業は１０周年を記念して新たに実施する事業、市が既に実施し

ている事業等に美祢市市制施行１０周年記念の冠をつけて実施する事業、そして市

民・各種団体等が実施する事業等に美祢市市制施行１０周年記念の冠をつけて、協

賛する事業の３つの形態で実施することとしております。 

 このうち、１０周年を記念して新たに実施する事業といたしましては、まず、平

成３０年３月２１日、春分の日に記念式典を開催をいたします。 

 次に、市民からの要望を反映した事業を実施することとしており、去る３月１日

から５月３１日までの間、記念事業のアイデアを募集したところ、延べ３１件のア

イデアが寄せられ、現在いただきましたアイデアが実施可能であるかを庁内で検討

しているところであります。 

 また、平成３０年４月１５日、日曜日に美祢市民会館において、出張！なんでも

鑑定団ｉｎ美祢を開催し、市内外の方に御観覧いただきたいと考えております。 

 また、このたび準備に要する経費を補正予算に計上しているところであります。 

 以上が、現在の市制施行１０周年に向けた市の取り組み状況でありますが、市民

の皆様とともに祝う市制施行１０周年にしてまいりたいと考えておりますので、議

員の皆様を初め、市民の皆様の積極的な御参加、御協力をお願いしたいと考えてお

ります。よろしくお願いいたします。 

○議長（荒山光広君）  杉山議員。 

○２番（杉山武志君）  ありがとうございました。 

 幕末維新に関連した施設等としまして、美東町大田にあります金麗社や赤間関街

道を整備、表示を新たにしていただくといったことも進めていただき、うまくそれ

らを利用いたしまして、ぜひイベント関連を成功させていただきたいと思います。 

 １１月開催の星空イルミネーション、今お話がありましたが、これらも市内に宿
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泊していただけるような企画にするとか、観光客の皆様に長く滞在していただき、

経済的な効果を生み出すようなイベントの企画になるようにお願いしたいと思って

おります。 

 もうすぐ新年度予算の策定に入られようと思いますので、これらのイベントが市

民が驚くような、にぎわうような企画にしていただけることを期待いたしまして、

私の一般質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長（荒山光広君）  この際、１０時５０分まで休憩をいたします。 

   午前１０時３８分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

   午前１０時５０分再開 

○議長（荒山光広君）  休憩前に続き、会議を開きます。 

 一般質問を続行いたします。末永義美議員。 

   〔末永義美君 発言席に着く〕 

○１番（末永義美君）  皆さん、こんにちは。無所属の末永でございます。議長より

発言のお許しを頂戴しましたので、大項目、市長の政治姿勢と認識について、通告

に従い順次質問してまいります。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 あす９月１日は防災の日です。地震や台風の災害や河川の氾濫などから、市民の

暮らしを守るために、防災危機管理への意識と体制づくりの整備強化が求められま

す。また、市民生活においては、さまざまなトラブルや災難に出くわす場合があり

ます。市民の皆様が、生活に悩み、困っているときに、議会として、自治体として、

何ができるのかを考えさせられるときがあります。 

 これからも美祢市民が望む政策、市政を実現するために、市民全体の利益を考え

た一般質問、議会活動を行ってまいりたいと思っていますので、そのまず一歩とし

まして、一つ目の項目ですが、住民主体・住民自治の市政運営の今後についてとい

うことで、まずは政策や計画策定への市民参加、市民会議についてです。 

 市長におかれては、当初より住民主体のまちづくり、市民目線での市政運営を主

張されてこれまで頑張っておられるように見えます。市長の「チェンジ美祢」には

大きな期待を持っていました。しかし、その動きや変化、大きな政策転換が見えて

いないようにも思えます。一体、美祢市の将来ビジョンをどう見据え、そこに市民
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と事業者と行政が力を合わせた新しい美祢市づくりをどう描いていらっしゃるのか。

その点で、改めまして西岡市政における自治体運営の市民参加や市民会議などの住

民自治の重要性をどのようにお考えかをお伺いします。よろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（荒山光広君）  西岡市長。 

○市長（西岡 晃君）  末永議員の政策策定への市民参加、市民会議についての御質

問にお答えをいたします。 

 本市では、政策また計画策定を進めるに当たり、法令及び市の例規に市民公募の

規定がある場合は、市政への市民参画の推進並びに透明性及び公正の確保を図るた

め、美祢市審議会等の委員公募に関する要綱に基づき、審議会等の委員を広く市民

の中から公募しているところでございます。 

 また、審議会等には、公募による委員のほか、政策策定にかかわる関係団体の代

表者、学識経験者及び関係行政機関代表など、多方面から多様化御意見や御提言を

活発にいただき、それらを反映しながら政策策定に取り組んでおります。 

 また、審議会等で策定された政策は、美祢市パブリック・コメント手続要綱に基

づき、市ホームページなどで公表し、公表したものに対し、市民の皆様から御意見

等の提出を受けた場合は、それに対する市の考え方を再度公表しているところでご

ざいます。 

 末永議員が言われております政策策定の市民参加につきましては、先ほどお答え

しました取り組みにより、市民への説明責任を果たすとともに、市民の市政参画の

促進を図り、もって公正で民主的な開かれた市政として推進しているところでござ

います。 

 なお、議員御指摘の市民会議の設置につきましては、平成３０年３月末日をもっ

て、美祢市地域審議会の設置期間が満了になりますことから、それに代わるものと

して、まだ名称は未定でございますけれども、美祢、美東及び秋芳地域に市民会議

を設置し、きめ細やかに住民意見を市政に反映することで、本市のまちづくりと発

展につなげてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（荒山光広君）  末永議員。 

○１番（末永義美君）  全国の町でもこの市民参加、さまざまな形態で活発に実施さ
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れています。しかし、地方分権が進む中、地域の自立・主体性が求められる中、多

くの自治体では、この市民参加、またはその中の審議会等ですけども、自治体の責

任逃れや建前主義の言いわけのため、またはガス抜きのために市民参加や協働の推

進などが掲げられていると思わざるを得ないような実態もあります。 

 どうか西岡市長におかれましては、より先進の住民とのまちづくり、市政への市

民参加、これをいま一度、美祢市らしい、また西岡市政らしいような形をとってほ

しいということを考えながら、これはちょっと通告にないんですけども、いま一度、

市長、住民自治による地域まちづくりを推進する一方で、市民により開かれた市政

の姿として、例えば予算編成過程への高度な住民参加と新しい公共という、その新

しい公共の創造をどうお考えかを、もしお考えがあればお伺いしたいんですが、よ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（荒山光広君）  西岡市長。 

○市長（西岡 晃君）  末永議員の再質問にお答えをしたいと思いますけれども、今

言われました予算過程の中で、市民の市民会議を開いたら、市民の方に予算をどう

いうふうにつけるかという御質問でよろしいですかね、をつけていただくかという

ことでございますけれども。 

市民の方の市民会議において、やはりこれからの美祢市のあるべき方向性、また

取り組んでほしい施策等は、そういった市民会議等で議論をいただきたいというふ

うに思っておりますけれども、予算編成につきましては、その市民会議に出席され

ていない多くの市民の方もおられますし、またその市民会議の公募をするに当たっ

ても、市民の全員の負託を受けてその会議に出るというわけではございませんので、

なかなかその予算編成に当たって、幾らこの金額をここにつけるというようなとこ

ろまでは、今の段階では難しいのではないかなと思っております。 

しかしながら、市の方針や市の今後のあり方について、大きな議論の中で、議会

とも協議をしながら予算編成に取り組んでまいりたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（荒山光広君）  末永議員。 

○１番（末永義美君）  今の中にも思うとこがありましたが、例えば予算の中の１％

を市民が目的を持って決めるという、そういう施策を展開してるような地方自治体

もあります。 
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 また、これも先ほどの市長の言葉にあったとおり、なるべく多くの方々の意見を

聞く。そのためにも審議会においても、また、もう少し、さまざまな住民参加にお

いても、大きな声を出す。また、それを出せる市民だけでなく、たくさんの市民と

討論することや小さな声なき声を聞く。この政治姿勢を大事に持ってもらいたいと

いうことを切望しまして、次の質問に参ります。 

 次は、移動市長室と子育て座談会の成果と課題についてです。 

 このたびの子育て座談会は、私、３日間お伺いしまして、私の知る限りでは、

３日間３地域で総来場者が１５名未満だったように思います。内容を見ても、少し

残念な思いがしました。その原因は、広報、周知不足や開催された時期、日時の都

合の悪さだけではないと考えています。 

 市民に身近な市長として、頻繁に地域に出向き、市民の声を市政に吸い上げる場

のように見える移動市長室と市長の強い意気込みを感じた子育て座談会ですが、こ

れまでの成果や新しい課題を見出していれば、お伺いしたいのですが、どうぞよろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（荒山光広君）  西岡市長。 

○市長（西岡 晃君）  移動市長室と子育て座談会の成果と課題についての御質問に

お答えをいたします。 

 私が市長に就任して以降、「市民の皆様との対話を重視し、市民目線での市政運

営を行う」を基本姿勢とし、市民が主役のまちづくりを進めているところでござい

ます。 

 そこで、市民の皆様と直接対話できる機会と場が必要と考え、移動市長室を本庁、

美東及び秋芳の各総合支所に開設しておりますが、現在は、各公民館等においても

開設しているところでございます。そして、本年７月末までに延べ１３０回を開催

し、多くの市民の皆様にお越しをいただきました。また、さまざまな御意見や御要

望を頂戴しているところでございます。その中には生活に身近な御要望もあります

が、本市のまちづくりや市民福祉の向上に向けて貴重な御意見や御要望、御提言も

数多くございます。 

 また、本年７月下旬には、美祢市民会館、美東センター及び秋吉公民館において、

移動市長室の一環として子育て座談会を開催をいたしました。これには、平日の

１９時からということで、決して多くの方々に参加していただくことはできません
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でしたが、学校図書や図書館の充実、小学校の統廃合など、まさに子育て世代の皆

様から生の声を聞くことができました。これら、いただきました御意見等は、必要

に応じて担当課に対しまして、現状分析と課題の把握及び解決策等を検討するよう

指示をしているところでございます。 

 いずれにいたしましても、市民の皆様と市役所の距離を縮め、市民が主役のまち

づくりを進める上からも、今後も移動市長室は継続をしていきたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（荒山光広君）  末永議員。 

○１番（末永義美君）  西岡市長の移動市長室の開催は、月に平均しまして６回。こ

れに対しまして、同じように先進の移動市長室を実施されている全国の市町村の平

均は、年に３回から６回。そして実施されている移動市長室の９割以上は、対個人

や対少数グループへの個別面談を行わず、市民活動グループや事業所または各地区

からのテーマを設けて、要望を受ける座談会の形で実施されています。 

 その理由は、市長として市民に対する公平、公正、透明性を確保でき、子育てや

教育、福祉、医療、介護などの生活・地域課題をみんなで考えて、問題と解決策を

情報として共有できるという利点があります。 

 この点をもって、少数の中の地域のまたは生活の身近な課題を市長に、市にお願

いする、そういったものが多いのではないかと思っていますが、市長がおっしゃっ

たとおり、美祢市全体を考えたすばらしい御意見も要望も提言もあるとは思ってい

ます。どうか今の形の移動市長室とともに、全国の、西岡市長がやっているもの以

外がいいとは言いませんが、広い地域でたくさんの市民の中で互いに市民と市民が

意見交換をし、今の課題とかを共有できる、それこそが先ほどの住民自治の中の必

要な一片ではないかと思っています。この点を要望するといいますか、たくさんの

形式でその行動力をもっと広範囲に前に進める形で、西岡晃市長らしい、または先

進のそういう移動市長室、市民の中に飛び込んでいく、市民目線、そして市民主体、

住民自治、このあるべき姿、これを美祢の市政において市民の皆様がそのよさを実

感して、身の回りの暮らしが変わったと思えるような実効性のあるような形、形式

を、そして結果を生めるようなものとあってほしいということをお願いしまして、

この質問は終わります。 
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 さて、二つ目の項目ですが、大嶺炭田に関係するジオサイトの整備とまちづくり

という視点で、市指定の文化財としての保全・保護について質問してまいります。 

 美祢の大地の自然や文化、歴史をイメージするジオカラー、白、黒、赤でめぐる、

これまでのジオパーク活動の推進は、世界ジオパークを目指すまでに進展していま

す。しかし、実際のジオパーク活動の推進、進捗状況を見ると、「Ｍｉｎｅ秋吉台

ジオパーク」の文字どおりに、ジオサイトの環境整備や観光拠点づくりは、秋吉台、

秋芳洞とその周辺に大きく重点が置かれています。 

 かつての美祢の繁栄を築いた、大嶺炭田に関係する西部エリアのジオサイトは

４カ所あります。それは、美祢斜坑跡、荒川水平坑跡、桃の木露天掘り跡、そして

海軍キーストンであります。そのほかにもたくさんの炭鉱の坑口などがありますが、

その多くが私有地の中にあり、野ざらしのまま放置されています。 

また、長登銅山に関係する重点施設やジオサイトと比べても、大嶺炭田に関係す

るジオサイトを訪れる人々が安心して見学できず、楽しめる環境ではないと思いま

す。 

 とりわけ、荒川水平坑跡は、市指定の文化財となっていますが、見学するには、

不安と危険が伴うような劣悪な環境だと私は思っています。 

 そこで改めて、市として大嶺炭田に関係するジオサイトとその周辺に対する、見

学者、観光客目線での魅力ある環境整備をどうお考えであるのか。併せて重要なジ

オサイトである荒川水平坑跡を文化財としてどのように、さらなる保全・保護をし

ていくのかをお伺いします。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（荒山光広君）  金子教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（金子 彰君）  それでは、末永議員の御質問にお答えをした

いと思います。 

 市指定の文化財としての保全・保護についての御質問でございます。御存じのと

おりでございますが、大嶺炭田に関係する施設といたしましては、美祢炭鉱荒川水

平坑坑口及び煉瓦巻によるアーチ型坑道３０メートルを、平成１３年９月１９日に

美祢市指定文化財に指定をいたしております。 

 文化財に指定するためには、所有者の同意が必要でございまして、指定をされれ

ば文化財保護法や美祢市文化財保護条例で現状変更等の制限を受けることになりま

して、所有者は、この条例並びにこれに基づく教育委員会規則及び教育委員会の指
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示に従い、市指定の文化財を管理しなければならないとされておりまして、保全・

保護が図られているところでございます。 

 また、市指定文化財の管理または修理につき多額の経費を要し、指定文化財の所

有者がその負担にたえられない場合には、予算の範囲内で補助金を交付することが

できるという規定も設けております。 

 いずれにいたしましても、貴重な文化財の保全及び活用につきましては、所有者

と市並びに地域住民が一体となって取り組むことが美祢市の文化向上につながると

考えております。 

 なお、荒川水平坑が指定された当時は、他の坑口遺跡についても指定保存が検討

されたという経緯がございまして、比較的新しいコンクリート巻き施工によるとい

うこと、また保存状態について問題があるということから、文化財としては難しい

というふうに判断がなされております。 

 しかしながら、近年、近代産業遺跡の保存、活用事例も増加をしております。我

が国最大の無煙炭の産出量を誇り、日本の産業発展を支えてきた大嶺炭田関係の近

代遺跡を後世に残し、ジオサイトの一つとしても将来に向けて活用していくという

ことが美祢市にとって大変重要なことであるというふうには認識をいたしておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（荒山光広君）  末永議員。 

○１番（末永義美君）  私が聞き及んでる範囲では、二十五、六年前にも大嶺炭田の

跡地をどう残すか、そういう話が行政や民間の間で起こったことがあるということ

を聞き及んでいます。今も考えている、認識はあるということをおっしゃいますが、

今、全国では、余りよい表現ではありませんが、病院や旅館、または、さまざまな

古い建物、廃屋となっている建物をめぐるツアー、こういうものがなぜかはやって

いる部分がありまして、あらゆるものに観光客という目線でなくても、人が訪問し

てこの地を見て回る。そういう目線だけではありませんが、どうしても今、大嶺炭

田のほうを回ってみますと、例えば麦川地区の正面にあったボタ山やあの炭鉱住宅

がたくさんあった白岩地区、または豊田前のほうもですが、その全てが太陽光発電

パネルで埋め尽くされてきています。桃の木にある坑口周辺も予定されているとい

うお話を聞いております。せめて点在する坑口周辺の土地を市が保有するなど、積
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極的な手段を駆使してでも、市の文化財という視点が難しければ、せめて歴史的な

遺産として、それを行政が、これこそ行政が主体して、市民とともに、地域住民と

ともに、その歴史をまたはそれをジオサイトとして環境整備を進めるという検討の

余地はあるのか。その辺の大嶺炭田の全てのものを観光とかまたは地域活性化、ど

ういう目線でもよろしいです。その辺で先ほど申し上げた、積極的な、改めた整備

環境が検討される余地があるのか、いま一度お伺いします。 

○議長（荒山光広君）  金子教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（金子 彰君）  それでは、末永議員の再質問にお答えをいた

します。 

 ただいま申し上げましたとおりでございますが、所有者と市並びに地域住民が一

体となって取り組むということが大変重要であるというふうに考えております。市

といたしましても、所有者また土地のことも言われましたけども、土地所有者等と

も協議をしながら、環境整備できるものは検討をしてまいりたいというふうに考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（荒山光広君）  末永議員。 

○１番（末永義美君）  もう少し積極的な内容があるかと思いましたが、どうしても

考えることがあって、県外のある方々、美祢出身で東京におられる方々の話を聞く

と、残念ながら美祢は、太陽光パネルと産業廃棄物のまちだというような悲しい意

見を聞き、半分、反論できないような部分がありました。 

 この荒川水平坑を含めた大嶺炭田、さまざまな歴史や文化があったはずです。ど

うかこのジオサイトとしての目線だけじゃなくして、地域活性化、美祢の歴史を語

り継ぐ、そういったことも含めてさまざまな視点での炭鉱の跡地をどう思うか。こ

れを行政の中の皆様の心の中にあってほしいということをお願いしまして、次に、

観光拠点としての環境整備についてです。 

 ジオサイトである桃の木露天掘り跡とその周辺の土地には、多くの石炭の埋蔵量

があると言われております。単刀直入に申し上げますが、この桃の木露天掘り跡と

その周辺の公園化整備を改めて御提案申し上げます。 

 それは、大地の恵み石炭がもたらす生活文化を楽しんだり、自然や歴史を学ぶ、

体験型の人に優しい公園づくりです。既に桃の木地区の有志、市民グループが大嶺
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炭田の坑口を守る活動を進めておられ、さらには地域の活性化をもたらす目玉とし

て公園化の実現を目指して活動されております。また、既に土地の所有者との協議

も進んでいるようです。 

 つきましては、地域活性化とジオパーク活動の重点拠点とした、桃の木露天掘り

跡の公園化など、大嶺炭田に関係するジオサイトの整備に、市民と事業者と行政が

力を合わせて取り組むことをどう考えられるか。先ほどの話も含めて、より二歩、

三歩と前進したお考えがあるのならば、ぜひお伺いしたいと思っていますので、よ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（荒山光広君）  西田観光商工部長。 

○観光商工部長（西田良平君）  それでは、観光拠点としての環境整備についての御

質問にお答えをいたします。 

 Ｍｉｎｅ秋吉台ジオパークを象徴する白・黒・赤のうち黒、すなわち無煙炭を産

出した大嶺炭田の遺構は、美祢斜坑跡、荒川水平坑跡、桃の木露天掘り跡などをジ

オサイトとして設定をしております。 

 ジオサイト設定に当たり、それぞれの土地所有者の承諾をいただいており、平素

から、ツアーによる見学について御理解と御協力を賜っております。土地所有者の

方々にはこの場をおかりいたしましてお礼を申し上げます。 

 さて、大嶺炭田遺構を活用したジオパーク活動を検討しておりましたところ、先

日、桃の木地区の方からある御提案をいただいたところであります。御提案は、大

嶺炭田周辺に現存する炭鉱遺構を御案内するツアーを地域で受け入れてみたいとい

う内容でありました。当地域では、既に炭鉱の坑口跡や露天掘り跡を調査したマッ

プを作成しておられまして、本市といたしましても、ジオパーク活動として、観光

協会などと連携し、ツアーを具現化するための準備に取り組みたいというふうに考

えております。 

 また、現存する希少な炭鉱遺構をお客様にお見せするためには、しっかりとした

安全対策も必要になることから、今後の整備、公園化等について、地域の皆様と話

し合いながら検討を進めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（荒山光広君）  末永議員。 

○１番（末永義美君）  今の御答弁の中にもありましたが、お客様に対してのおもて
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なし、安全に楽しんで見学してもらう整備、これはもっともなことであると思って

います。 

しかし、それをこのジオパーク活動が始まる前に、大嶺炭田の幾つかをジオサイ

トとして指定する前後に、なぜそれがもっと早くからわかっていることを進められ

ないのか。先ほど申し上げた２６年前の話も、一旦立ち上がったが、そのときの行

政や住民の意向と合致することがなかったのか。そのまま終わってしまった。今回

のこの動きも、ぜひ検討する、そう思っています。ということを形に示せるものと

して、私はこのジオパーク活動の推進、日本ジオパークの認定の更新、また世界を

目指しても、いま一度、大嶺炭田というものを、また、この大嶺炭田がある豊田前

を含む旧美祢市の地区の機運を高めていきたい。ジオパークは秋芳町や美東町のも

のだけではないと。美祢市民もが、旧美祢市の地区の方々までもが、いま一度その

認識を知り、その楽しさや可能性を知るような場面を、まずは、今こうやって活動

されてきている各地区の有志、市民グループの思いを酌む形と、そして一緒に協働

してそれを進めていくという行政の、ある意味、行政主体が必要な部分があります。

これを、また２６年前のように、ジオパークの話があってそういう話も上がったけ

どなって、また３年、５年が過ぎてしまわないように。美祢には、あれもない、こ

れもないという思いやそういう言葉を聞きますが、見ればあるんです、いろんなも

のが。それを一つずつ拾ってみて、それを磨けるか、磨いたらどうなるかというこ

とを、私はそういう思いで、この大嶺炭田にかかわるジオサイトまたはその地区の

地域活性化を強力に進めてもらいたいと切望しております。 

 その点でも、桃の木地区の住民だけにかかわらず、麦川、そして荒川、そして豊

田前の各地区、同じように炭鉱は、昔の話、昔の文化やそのときのよい思い出を語

る方が、どんどん毎年毎年、残念ながら姿を消されています。そのうち、そんなこ

ともあったねっていうようなことがないように、石炭にまつわるまち、そこに携わ

った市民の暮らし、これを目で見て手でさわって、この公園化のように行って楽し

めるような形にしたいと。これこそ、私もその中に入って一生懸命頑張りますので、

行政の皆様におきましても、この思いをどうかこの中に置いていてほしいと思いま

す。 

 質問は次に参ります。少し空気が変わるかもしれませんけども、最後までよろし

くお願い申し上げます。 
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 最後に、三つ目の項目、墓地行政についてですが、初めに、市内のみなし墓地ま

たは集落共同墓地の実情についての質問になります。 

 市内には多くのさまざまな墓地がありますが、市民生活の核家族化や少子高齢化

が進む中で、優良な墓地不足やお墓の無縁化など、運営管理上の課題が不安視され

てきています。 

そもそも墓地の種類は四つあり、市営墓地、民間霊園墓地、寺院境内墓地、集落

共同墓地と、そして昔からのみなし墓地という言われ方をする墓地もあります。本

日はその中でも集落共同墓地に的を絞り、まずは市内にどれほどの集落共同墓地が

あるのか、そしてその全てが墓地台帳に記載されているのか、また多くの場合の経

営・管理形態などがどのようになっているのか、その実情をまずはお伺いします。

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（荒山光広君）  大野市民福祉部長。 

○市民福祉部長（大野義昭君）  それでは、墓地行政についての御質問にお答えいた

します。 

 初めに、墓地の現状について御説明いたします。墓地とは、墓地、埋葬等に関す

る法律の規定によりますと、死体を埋葬し、または焼骨を埋蔵する施設である墳墓

を設けるための区域のことであり、墓地を経営しようとするときは市長の許可を受

けなければならないとされております。 

 この墓地、埋葬等に関する法律は、昭和２３年６月１日に施行されておりますが、

第２６条において、法律の施行の際、現に都道府県知事の許可を受けて経営してい

る墓地については、この法律の規定による許可を受けたものとみなすとされており、

これがいわゆるみなし墓地の規定であり、昭和２３年６月よりも前から墓地として

許可されているものについても、現行法での墓地と同様の取り扱いをすると定めら

れているものであります。 

 なお、法律の施行当時、墓地の経営許可については、都道府県知事の権限と規定

されておりましたが、第２次地域主権改革一括法による法改正により、平成２４年

４月からは市長の権限となっております。 

 美祢市内においては、平成２８年度末で２０９カ所の墓地があり、経営者の内訳

といたしましては、市が１８２カ所、宗教法人が１８カ所、個人が９カ所となって

おります。この２０９カ所の墓地については、いずれも昭和２３年６月の法律施行
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後に許可が出されており、現在、市がみなし墓地として把握しているものはござい

ません。経営者が市である１８２カ所の墓地につきましては、現状において実質的

に市が管理している墓地は、美祢市中央墓園の１カ所であり、それ以外の墓地につ

いては、古くから集落等の共同墓地として認識しております。 

 この集落等の共同墓地については、昭和２５年から昭和２６年にかけて、山口県

知事から当時の町村長に対して経営許可がなされております。当時の資料が確認で

きないので定かではありませんが、法律が施行されたことから、墓地としての許可

を受ける必要が生じたため、便宜上、町村長が経営者として申請手続をしたもので

はないかと考えられます。 

 なお、厚生労働省令が示している墓地経営・管理の指針等においては、墓地経営

者には利用者を尊重した高い倫理性が求められること、経営、管理を行う組織、責

任体制が明確にされていることなどが定められており、墓地経営については、その

永続性及び非営利性の確保の観点から、市町村等の地方公共団体が原則であり、こ

れによりがたい事情があっても、宗教法人または公益法人に限られるとされており

ます。 

いずれにいたしても、現在、市が経営者である墓地は市内に１８２カ所あります

が、美祢市中央墓園以外の墓地については、実際は地元住民の皆様が管理しておら

れるのが現状であります。 

 以上です。 

○議長（荒山光広君）  末永議員。 

○１番（末永義美君）  実は今、ある集落共同墓地でトラブルが発生しており、これ

まで民間対民間の問題と考え、解決に臨んでまいりましたが、今現在、緊迫した硬

直状態に陥っています。 

 墓地台帳には、この墓地の経営者も管理者もが、今の御答弁にあったように、美

祢市であると記載されています。そもそも集落共同墓地の経営は自治体が多く、ほ

かには、先ほどの答弁にあったように宗教法人やまたは公益法人がなされています。

この墓地台帳上にある「経営者美祢市、管理者美祢市」というこの一文をどう解釈

するかは、市側と墓地使用者側の双方に見解の相違があると考えています。 

 この一般質問をする前に、私もこの墓地の利用者として、そしてきょうここに一

般質問申し上げる美祢市の市議会議員として、厚生労働省や山口県庁または複数の
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弁護士に相談を申し入れ、見解をお伺いしてまいりました。そこを少し申し上げま

す。 

 地域の共同墓地の土地については、自治体が寄附か売買を受け経営、管理されて

いるべきである。市は当初から今まで、土地の所有権がなく私有地のままであり、

その問題意識もなく、何らかの確認も改善をもされていない。このままの状態では、

経営者としての過失があると言わざるを得ない。この過失という言葉がまたどうと

捉えるかは、次の問題にはなるんですが。しかし、地方自治法により地元使用者に

よる墓地管理委員会や自治会などによる管理が認められているので、こうした墓地

では、公平・公正の観点から安易な税の投入がしがたい状況にもある。ただ、この

ケースの場合、墓地の土地の所有者が自治体にないことが問題だが、本来ならば、

集落共同墓地の土地所有権は自治体にあることが前提の話で、個々の墓地区画の占

有権は個々の墓地使用者にあり、供用部分は管理委員会にあると考える。 

 ここで問題になるのが、第三者などの介入によるトラブルが発生した場合の責任

の所在は、第一次的には、使用者や管理委員会にあると考えられる。しかし、トラ

ブルの解決が難航したり、使用者や管理委員会に解決のための施策や予算がないよ

うな場合、または訴訟となれば、第二次的に、自治体に対して責任が言及されるこ

とがないとは言い切れない。そのような場合には、墓地台帳にある経営者、管理者

である自治体が解決すべきであるし、そもそも前段での解決に向き合う認識が求め

られるという内容でした。 

 墓地の利用者にとっても、今の代の何代も前の方々がその墓地の利用するときに、

契約書、それは土地の契約書なのか、墓地を使用する契約書なのか。それがもう時

間の年月の間にない、探しても探してもないという段階。そして先ほど大野部長も

おっしゃられた、市としても、県からおりてきたときに、先ほどは便宜上という言

葉がありましたが、そして実質的には墓地管理委員会が行っている。実質的には墓

地管理委員会が行っているけども、墓地台帳上では経営者美祢市。これはどういう

定義でこういうことが起きた場合に、その問題解決に向けての姿勢がどうとられる

のか。どこまでも市側が、これは民民の問題だからという姿勢でいらっしゃるのか。

この辺が大変不安でたまりません。 

 今、墓地に問わず、よく調べると、美祢市のいろいろな土地が、いつの間にか市

外、県外の事業者の土地になってしまっており、調べると、そのほとんどが産業廃
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棄物を企業とする関連会社であります。 

 先ほど２０９カ所、そして市が実質的な経営者という文言の墓地は１８２カ所と

ありましたが、同じような問題が絶対に起こらないとは限りませんし、今回の問題

もどこに調べてもほとんどない。初めてと言ってもいいぐらいな、要するに調べる

前例がないと。皆、昔の方々は、いい意味で、軽い気持ちといいますか、信頼関係

でもって墓地としての土地を提供し、そこを墓地として使用をされていた。そして

今になって、市においてもですが、その墓地の利用者にとっても、考えもしなかっ

たトラブルです。 

 そこで、この問題が訴訟になればということ、これは非常に厳しい問題であって、

業者と民間の管理委員会なのか、業者と市なのか。いやいや、一番最悪なのは、墓

地利用者の美祢市民が、美祢市を相手にするのか。こういうことは避けたい。あっ

てはならないと思っています。 

 はっきり申し上げますが、この相手側との話し合いの場に、市の弁護士、担当職

員が同席する支援を、まずもって検討をお願いできないかということをお伺いした

いと思っています。 

 この問題、どうにか解決したい。美祢市に生まれ育ち、そして私のように御縁が

あって美祢市に住み暮らし、いつかは最後のエンディングを迎えていく中で、最初

から最後まで美祢市でよかったと、安心して生活できて、安心してとわの眠りにつ

ける。そしてお墓参りをする市民にとっても。私たち墓地管理委員会やその利用者

も頑張ります。しかし、もう一歩、市の行政としての思い、先ほど申し上げた同席

からの思い、そこに市の弁護士さんが加わるのか、担当者がいらっしゃるのか。具

体的なことはこれから話すとしましても、どうか一歩、二歩進んだ御支援。この段

階で、先ほどの墓地台帳の経営者美祢市というその定義。これも美祢市がこの定義

を、あれは便宜上のことだとか、自主的な市民に任せてるしって。わかります、そ

れも。ただ、本当に市民の側からも行政の側からも、起きてびっくりな内容である

けども、相手があり、この墓から出ていけという問題も今出てきてます。 

 どうかこの点で、いま一度、市として墓地台帳をどう捉えているのか、墓地台帳

にある経営者としての定義、意義、こういう場合の責任の所在をどうお考えなのか。

その辺の見解があれば、いま一度よろしくお願い申し上げます。 

○議長（荒山光広君）  大野市民福祉部長。 
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○市民福祉部長（大野義昭君）  ただいまの墓地トラブルに関する市の対応について

の御質問にお答えいたします。 

 議員御指摘の墓地トラブルについては、地元住民の方から、移動市長室や担当課

に御相談があったところであります。先ほども申し上げましたが、市が経営者であ

る墓地のうち、美祢市中央墓園以外の墓地については、実態として地元住民の皆様

が管理されておられる墓地であることから、当事者同士で解決していただくことが

原則であることをお伝えしております。 

 市といたしましても、早期のトラブル解決に向け、できる範囲の御協力をしてい

く所存でありますが、当事者間での解決が基本となりますので、御理解のほどをよ

ろしくお願いいたします。 

 なお、今後、同様のトラブルが市内の他の共同墓地において発生しないよう、管

理の実態について把握に努めてまいりたいと考えております。 

 先ほど言われました二次的な責任の解釈なんですけど、こういった解釈はいろい

ろあると思いますけど、市民から信頼される市政を行う立場から、内容を精査いた

しまして、市としてできることはできる限り協力していくということにしておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（荒山光広君）  末永議員。 

○１番（末永義美君）  大野部長、先ほど、言いづらい点もあると思うんですけども、

墓地台帳上の経営者美祢市という、その捉え方。責任があるとか、こちらが全面的

に助けてくれとか、美祢市が経営者なんだからというような思いではないんですね。

民間では、いろいろなことを進めるときに、そして何かを新しいことを始める、ま

たこういうふうなトラブルがあったときに、普通、経営者って聞くと、最高責任者

みたいなものに感じていると思っています。そういうようなことを頭越しに言って

いるのでなく、またそれを言いたくないからこそ、先ほど申し上げた墓地台帳上の

「経営者美祢市、管理者美祢市」というこの文言の捉え方。いや、実質的にはそっ

ちがやってるんだから。そこで全てを通されるのか。それを踏まえた、私は友好的

にお話をしてるのであって、この経営者美祢市という捉え方をどういうふうにされ

るか。それも今、まだわからない。その認識、あの文言の解釈が難しいと、今答え

られないというならば、それも含めた「経営者美祢市、管理者美祢市」という一文
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の解釈のほうをいま一度お伺いしたいと思っていますので、よろしくお願い申し上

げます。 

○議長（荒山光広君）  西岡市長。 

○市長（西岡 晃君）  末永議員の墓地トラブルの件の墓地台帳に載ってる経営者と

管理者の定義について、どういうふうにお考えかということでございますけれども、

先ほど末永議員も弁護士の方からの見解を読み上げられたというふうに思っており

ます。その中にも、やはりなかなか難しい問題であるというふうな、読み上げられ

た中の内容を聞かさせていただくと、解釈によってはいろいろな解釈があるという

ことをおっしゃったというふうに思っております。 

 我々行政といたしましても、市の顧問弁護士と相談をして、どういう方法でトラ

ブル解決にお力添えができるかということを相談しながら進めていきたいというふ

うに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（荒山光広君）  末永議員。 

○１番（末永義美君）  御理解頂戴したいのは、問題の実態が墓地であり、墓地利用

者も墓地委員会の皆様も決してそこに私利私欲やもうけの話があるもんではありま

せん。本当は、問題、トラブルが起きないはず、起きてはならない、考えもしない

ような場所であり内容だと思っています。 

 今、市長のほうから、一歩前に進んで顧問弁護士さんと添えて、これからの考え

方や方針、またできること、できないことを精査すると。それがありまして、少し

安心をしました。それが先ほどの大嶺炭田の話ではありませんが、これまで調停が

破断し、今本当に硬直状態で、いま一度買い直すか、出て行けと言われています。

そして先ほどちょっと言うのをためらったんですけども、社会派の弁護士、正直言

って弁護士６人と会いまして、二人の社会派弁護士にとっては、この墓地台帳とい

うのが、本当にふだん見ない、一度書いたらほとんど見ないで済むようなものであ

る。ただ、こういうことが起きてしまうと、そのペーパー上の文言の重さが出てく

るときがあると。そしてこの墓地台帳経営者云々、美祢市と言わず自治体であった

とき、これがどういう意味があって、どれだけの責任があるのかないのか。これを

社会派弁護士いわくですけども、これは多分全国でも本当はいろんな問題があるか

もしれないし、これは難しいと。これを最高裁まで持って行ってこの定義を示す、
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こういうチャンスかもしれないという話がありました。そうなると確かに、困る人

いれば、その指針としてそれを法律化してもらう、最高裁判決というものはとても

意義があると思いますから、今私たちが求めてる内容と少しずれて、大き過ぎる課

題になってきます。いつかはそういうことも必要なのかなとは思いますが、美祢市

においては、それが必要ないような市の対応、何とかお願いしたい。私個人として

は、もう難しくて、経営者美祢市だったら、ちょっとお願いよと、頼むよと思いた

いところを、今まで墓地委員会の方々がいろいろな言われ方や攻勢攻撃を我慢しな

がら耐えてきました。 

 どうか本当に個人的なことを言うでなく、この集落共同墓地、次の事例が発生し

ないように、先ほどおっしゃられたいろんな内容、墓地台帳とその前後の書面書類

等をもう一度見直し、洗い直すという言葉も含めて、もう一度市長にお伺いします。 

 まずは、市長、積極的にこの墓地管理委員会とのまずは再度の協議をするところ

からの支援、問題解決をどう考えていける可能性があるのか。そして最後には、な

るべく時間がかからないうちに何らかの西岡晃美祢市長の政治的な判断の是非を含

めて、この問題解決に対しての広い意味での市民に対しての市民を守ると、市民の

暮らしを守る美祢市長としての政治的判断を含めた問題解決への意欲、まずはテー

ブルにのってほしいと。この願いをどう捉えれるか。最後に美祢市長の、先ほどの

御答弁の先があれば、思いがあれば、御答弁のほうをよろしくお願い申し上げます。 

○議長（荒山光広君）  西岡市長。 

○市長（西岡 晃君）  末永議員の再質問にお答えさせていただきたいと思いますが。 

 この墓地管理委員会の方とは、移動市長室、初めてお会いしてお話をお聞きいた

しました。移動市長室を含めて２回の協議をさせていただき、庁内においても担当

課にもそれまでに何度かお見えになって、協議をさせていただいたところでござい

ます。 

庁内でもいろいろな調整、また打ち合わせ等してまいりまして、どういう解決方

法ができるかというところまでは、いまだ至っておりませんけれども、先ほど申し

ましたとおり、今後もトラブル解決に向けて、市の顧問弁護士等を活用しながら、

墓地管理委員会の皆様と協議をさせていただきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（荒山光広君）  末永議員。 
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○１番（末永義美君）  ありがとうございました。大変私の御無礼な思い、発言、言

葉があったと思います。先ほどの大野部長を初め、今御答弁があった市長の言葉に

もありましたが、顧問弁護士との協議、そして先ほど私がお願い申し上げました、

相手側と、相手側というのは民間の方とそこにも弁護士がいますので、その弁護士

という意味で、相手方との話し合いの場に市の弁護士、担当職員が同席する。それ

はもちろん墓地管理委員会のメンバーもですが。その支援というのは、せんだって

も、大野部長としては、それは考えられるという思い、そして今の市長の発言の中

にも協議していくという話がありました。ただ、今、硬直状態にありまして、次に

相手方が何か言ってきたときに、出て行く、行かないの話があったり、またはさま

ざまな、さらなる攻撃といいますか発展が考えられます。その墓地台帳の経営者

云々という解釈も、私たちも市側も答えられない、わからない範囲があると思いま

す。それをわかる形にしていきながらも、どうかこれからも、これからこそ、ゆっ

くりしっかり協議する必要があるのと、何せここにいない相手がいますので、相手

の出方がどうなるかわからない。ある意味、冒頭申し上げたとおり、緊迫するよう

な場面は今続いています。どうかそれを鑑みまして、私たちも墓地管理委員会も頑

張ってまいりますが、どうしてもできない部分、これを私たちとともに、美祢市に

暮らす市民の墓地、共同墓地を守る形で、悪い前例をいい事例前例に変えていくた

めにも、御協力のほどよろしくお願い申し上げまして、私の本日の一般質問を終わ

ります。ありがとうございました。 

○議長（荒山光広君）  この際、午後１時まで休憩いたします。 

   午前１１時５０分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

   午後 １時００分再開 

○議長（荒山光広君）  休憩前に続き会議を開きます。 

 一般質問を続行いたします。猶野智和議員。 

   〔猶野智和君 発言席に着く〕 

○４番（猶野智和君）  猶野智和でございます。一般質問順序表に従いまして、質問

をさせていただきます。至らぬところ多々あると思いますが、何とぞ御容赦くださ

いますようよろしくお願いいたします。 

 それでは、早速質問に入らせていただきます。 
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 本日は、美祢市内の案内標識等について質問させていただきます。 

 先日、赤間関街道における案内標識の設置について、市民の方より御相談を受け

ました。赤間関街道は皆さんもよく御存じのことと思いますが、萩市から美東町、

秋吉台を通り秋芳町を抜け、旧美祢市地域を通り下関市へ通る旧街道です。 

 近年、このような歴史的街道や古道を再発見し、地域の文化遺産として整備や保

護する活動が進められています。世界遺産となった紀伊半島の熊野古道は有名です

し、県内でも萩往還の整備が進み、観光コンテンツとしても注目を集めているとこ

ろです。 

 近年、赤間関街道においても同じように整備が進んでおり、まずは萩から下関ま

で共通のデザインで案内標識を設置しようという活動が進められているようです。 

 しかしながら、聞くところによると美祢市内においては、現在、旧美祢市や美東

町地域の案内標識整備は進んでいるとのことですが、残念ながら秋芳町地域の整備

だけがおくれているようです。 

 これは、昨年度から市の助成を受けて民間ボランティア団体による整備計画が進

んでいたようなのですが、本年度からその助成金が打ち切りとなり、整備計画が宙

に浮いた状態になってしまったとのことです。 

 案内標識の整備は他市との連携した事業でありますので、本市の一部地域だけが

立ちおくれた状況は早急に改善すべきと考えます。 

 つきましては、赤間関街道における案内標識の設置及び街道の整備についてお尋

ねします。 

○議長（荒山光広君）  西田観光商工部長。 

○観光商工部長（西田良平君）  それでは、美祢市内の案内標識等について、赤間関

街道における案内標識の設置及び街道の整備についての御質問にお答えをいたしま

す。 

 猶野議員御承知のことと思いますが、まず赤間関街道中道筋の歴史的背景とジオ

サイトとしての価値について簡単に御説明をいたします。 

 赤間関街道中道筋は、長州藩の政治の中心萩と経済の中心であった下関を最短で

結ぶ重要な街道で、明治維新の先駆けとなった「大田・絵堂の戦い」はこの街道及

び周辺で起こりました。この戦いで奇兵隊を初めとする諸隊が勝利し、長州藩の藩

論は幕府恭順から倒幕へと変わるなど、歴史の転換点となった重要な街道でござい
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ます。 

 また、地質的にはこの赤間関街道は、中国地方に広く見られる北東方向から南西

方向に伸びる谷地形に沿うように整備をされております。現在は石灰岩の石畳や街

道松の切り株が一部残っており、地球の活動とそれから人々の生活・歴史を学ぶこ

とができるジオサイトであります。 

 また、平成８年には「歴史の道百選」に選ばれるなどその価値は十分に認められ

ているところでございます。このような価値あるものを広く市内外に周知すること

は行政としての役割ではございますが、一方で、地域の自発的な活動もまた重要な

ことであると思っております。 

 そこで、平成２８年度に美祢市ジオパーク活動応援事業を実施したところ、美東

地域と美祢地域の団体から看板設置の申請をいただき、合わせまして約５０基の案

内看板を設置したところであります。議員言われるとおり残る秋芳地域となります

が、この秋芳地域を横断する中道筋に案内看板を設置することで、一定の完成を見

ることとなります。 

 本年度、秋芳地域の団体からの御要望をいただいておりますので、観光商工部と

要望団体とで協議をいたしまして、本年度中の完成を目指したいというふうに考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（荒山光広君）  猶野議員。 

○４番（猶野智和君）  今、御答弁いただいたことの確認をちょっととらせていただ

きますが、ちょうど先ほど私が言った表現だと、補助金がちょっと途切れてしまっ

て宙に浮いている状態を、今年度中にそのあたりを助成を出して完成を目指すとい

うこと、来年度の３月末までに完成を目指すということでよろしいかという点と、

もう一つは、その要望を出されている団体は、市が今年度中にこちらの問題を解決

しようとしているという考えを今の段階で知っているのかどうか、この２点につい

てお聞かせください。 

○議長（荒山光広君）  西田観光商工部長。 

○観光商工部長（西田良平君）  ただいまの御質問にお答えをいたします。 

 まず１点目の、本年度中ということで間違えないかという御質問でございます。

昨年度までの補助事業、これは平成２９年度にはございませんが、ジオパーク推進
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課のほうで地元活動に対してのということで、世界ジオパーク推進課のほうで対応

したいということで今年度中に整備をしたいというふうに考えております。 

 ２点目の、御要望を申請出されている団体さんが今の段階で知っていらっしゃる

かということでございますが、このことを申し上げるのはこの答弁が初めてでござ

います。 

○議長（荒山光広君）  猶野議員。 

○４番（猶野智和君）  ありがとうございます。 

 ちょうど私が御相談を受けた方が、多分この要望を出された団体の方だったと思

いますので、今のお話はまだ伝わっていないということなので、多分これがテレビ

に流れて初めてお知りになると思いますが、大変安心されると思います。今後とも

ボランティアの方たちとうまく連携されて、今回は看板の整備ですけど、長い目で

見れば、他市もいろいろ街道の整備等進めていくと思いますので、他市と連携しな

がら、同じように整備も進めていっていただければなと思っております。 

 それでは、この質問は以上でございます。 

 今回の件は、地元の歴史遺産の案内標識を民間ボランティアの方々で設置しよう

とする活動に本市がどのようにかかわっていくかというお話でした。最近ほかにも

似たような御相談を受けております。 

 それは、日ごろごみ拾いなどの美化活動を行っているボランティアグループの方

からのお話でした。聞くところによると、ごみが多く捨てられる場所はだいたい決

まっており、できればそこに、モラル向上を啓蒙する看板をそのグループで設置し

たいが、市の援助はあるのだろうかという御相談でした。 

 本市では、合併直後からサインシステムという行政主導の案内標識の整備事業を

行ってきたと思います。これはそれとは逆に、住民主体による地域の案内標識設置

に対する支援について考えていただきたいというお話であります。 

 地域によって必要とされる標識はさまざまなことが考えられます。地元の史跡の

説明看板、またはそこまでの道案内の看板、ほかにも地域特有の危険を警告するよ

うな標示等々、設置したいがどこに相談すればよいのか、住民自治を支援する施策

についてお尋ねします。 

○議長（荒山光広君）  藤澤総合政策部長。 

○総合政策部長（藤澤和昭君）  住民主体による案内標識等の設置に対する支援につ
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いての御質問にお答えします。 

 地域におかれましては多様な案内標識設置のニーズがあろうかと存じますが、例

えばごみの件でありますと生活環境課、道路の件でありますと建設課など、それぞ

れを所管する課において御相談していただければと考えております。 

 なお、本市では地域自らがコミュニティの充実・強化を図る活動をされる際の支

援策としてコミュニティ助成制度を設け、それには五つのメニューがございます。 

 紹介しますと、一つに「拠点施設整備」、これは区集会所の新築、増築及び補修

を初め、活動に必要な施設整備に関する費用です。二つ目は「環境保全・美化」、

これは地域清掃活動や景観づくりに向けた美化活動等でございます。三つ目は「文

化・スポーツ・伝統」、これは多世代交流を図るためのスポーツ、レクリエーショ

ン活動や文化、伝統行事開催に係るものです。四つ目は「地域資源活用」、これは

ジオパークの充実に資するものなどでございます。最後に「コミュニティビジネ

ス」、これは地域の人材や資源を活用した地域課題解決を目的とした事業などです。 

 それぞれに助成制度を設けておりますので、議員御質問の看板等の設置につきま

しても、その目的、内容等にもよりますが、この制度を担当します総合政策部地域

振興課にお気軽にお問い合わせいただければと考えております。 

 以上です。 

○議長（荒山光広君）  猶野議員。 

○４番（猶野智和君）  大変よくわかりました。 

 私が勉強不足というとこもありますが、市としては、広くこういう要望について

応える用意は一応できているというお話だったと思います。 

 早速、御相談を受けた方にもお伝えしようと思いますし、このテレビを通して知

られるかもしれません。そういう要望がある方は、ぜひとも、今執行部のほうから

お話があった総合政策部のほうに御相談いただきたいと思います。総合政策部とい

いましてもあれですので、秋芳町美東のほうでしたら総合支所の窓口でも結構です

よね。そういうところでまず御相談いただいて、先ほどの五つのメニューのどこに

当てはまるかという道案内をしていただければなと思いますので、ぜひともそのあ

たりよろしくお願いいたします。 

 それでは次に、美祢高等学校の跡地利用について質問をさせていただきます。 

 この件に関しましては、先の６月議会においても全く同じ質問をさせていただい
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ております。つきましては、その後の協議の進捗状況をお尋ねします。 

○議長（荒山光広君）  石田市長公室長。 

○市長公室長（石田淳司君）  美祢高等学校の跡地利用についての御質問にお答えを

いたします。 

 この件につきましては、先ほどおっしゃいましたように、猶野議員から本年第

２回定例会の一般質問において御質問をいただいております。 

 その際お答えをしました内容を申し上げますと、本年３月、山口県教育庁教育政

策課から本市にお越しになりまして、県として跡地利用の方針がないため、本市に

対し、跡地利用について検討していただきたい旨の要請を受けたところであります。 

 このことから、５月定例部長会議で諮った結果、市の行政における重要な政策課

題等の総合調整を行う美祢市政策調整会議の議案として取り上げ、その中で庁内関

係部署９名の職員によるプロジェクトチームを設置し、現在調査検討をしていると

ころでございます。 

 以上です。 

○議長（荒山光広君）  猶野議員。 

○４番（猶野智和君）  ６月議会においても同じような御答弁をいただいたと思いま

す。要は、今ちょうど協議中ということなので、表に公表できるようなことはまだ、

今のところ動きは……内部的に協議を進めているというお話だったと思います。 

 改めて言いますと、６月のときもそうでしたが、従来、過去２年間ぐらいは県の

ほうで美祢高の跡地をどうするかという協議をされていたと。しかしながら、検討

した結果方針はまとまらなかったので、今美祢市のほうにボールが来たと。現在美

祢市のほうでどのようにするかという跡地利用についての協議を進めており、今は

この段階ということで、プロジェクトチームを組まれてちょうど検討されている最

中というお話だったと思います。 

 さて、６月議会の後癩癩６月３０日付において、美祢高等学校同窓会より美祢市

議会議長宛てに、「美祢高等学校跡地活用の要望について」という文書が提出され

ました。これは、美祢校跡地について、同同窓会が山口県知事と山口県教育委員会

教育長へ要望書を提出された旨と美祢市議会にも協力を要望するという内容でした。 

 そして同日、同同窓会役員の皆さんが西岡市長にも直接陳情に訪れられ、同様の

要望をされたと新聞に報じられております。 
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 また、この新聞記事によりますと、西岡市長の御発言として「１１月までに方向

性が出せれば」というお言葉が掲載されております。具体的な期日を出してプロジ

ェクトチームでの調査検討をスピーディーに進めていくということだろうと思いま

すが、懸念する点が１点ございます。 

 それは、美祢高等学校の跡地利用について、地域住民を初めとした市民の意見や

要望を聞く機会を設けるという話はどうなっているのかという点でございます。こ

のあたりは６月議会でも私のほうから要望を出させていただいておったことだと思

いますので。 

 １１月までにまとめるとなると時間は余りありません。地元でも大変関心の高い

問題でもあり、さまざまな考えや思いをお持ちの方々がたくさんいらっしゃると思

いますので、ぜひともそのような機会を設けるようにお願いしたいと思いますが、

このことについて市長はどのようにお考えかをお尋ねします。 

○議長（荒山光広君）  石田市長公室長。 

○市長公室長（石田淳司君）  美祢高等学校の跡地利用について、市民の皆様からの

御意見や御要望を聞く機会を設けることはできないかの再質問にお答えをいたしま

す。 

 旧美祢高等学校はＭｉｎｅ秋吉台ジオパークの中心、秋吉台、秋芳洞のお膝元の

秋芳地域の中心に位置しております。このことから、市民の皆様には跡地利用につ

いてさまざまな御意見や御提言があるかと思いますことから、市民の皆様からの御

意見等をお伺いする機会を設けまして、頂戴いたしました御意見等をプロジェクト

チームの中で調査検討したいと考えております。 

 なお、旧美祢高等学校には１７棟の建物がございますが、そのうち耐震性がある

と思われる主たる建物は音楽室と武道場の２棟という状況も踏まえまして、検討し

たいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（荒山光広君）  西岡市長。 

○市長（西岡 晃君）  猶野議員の再質問でございますけれども、１０月の上旬には

市民の方の御要望を聞く機会をぜひ設けてお聞きしたいというふうに思っておりま

す。 

 また、今公室長が申しましたとおり、その結果をプロジェクトチームで調査検討
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してまいりたいと思っております。 

 また、１１月ごろをめどにという発言をした背景には、１１月に来年度の県に対

する県知事要望がございます。それにぜひ間に合わせたいという思いから発言させ

ていただきましたので、まとまり次第、要望をつくってまいりたいというふうに思

っております。 

 以上でございます。 

○議長（荒山光広君）  猶野議員。 

○４番（猶野智和君）  １０月上旬に、今、そういう機会をつくられるということな

ので。これは、もう広くどなたでも来て、座談会のような形を想定されていらっし

ゃるんですか。市長も直接……そこまではまだ考えていらっしゃいませんか。 

○議長（荒山光広君）  西岡市長。 

○市長（西岡 晃君）  市民の方を集めて方針を聞いたり御意見いただく場の、どう

いった形がいいかというところはまだはっきりとは決めておりませんけれども、広

く、市民の方の意見が聞ける場をつくっていきたいというふうに思っております。 

○議長（荒山光広君）  猶野議員。 

○４番（猶野智和君）  せっかくの機会をつくっていただけるということなので、い

ろんな思いを持っていらっしゃる方はたくさんいらっしゃいます。やはり大きな施

設でございますし、秋芳町南部の中心地にあって、近くには秋芳洞、秋吉台の観光

地もあるし、秋吉という町の市街地も近く、近くには、昔温泉を持ったような、今

はやっていないホテルの跡地があったりとかいろんなことが考えられる場所でござ

います。ですので、そういう機会でぜひとも意見を集約する会に行きたいと思って

いらっしゃる方がいらっしゃると思いますので、告知のほうも割とちゃんと伝わる

ような方法で告知していただきまして、多くの方に集まっていただいて、ここで、

地元とプラス美祢の市民の方々の意見をぜひとも吸収していただきたいと思います。 

 あと１１月癩癩なぜ１１月かという、新聞記事だとそこの数字しか出ていなかっ

たので詳しくはわかっていなかったので癩癩県知事に向けてのそういう時間的なこ

とで１１月というお話だったということで。プラスここでうまくいけば、新年度に

向けての、３月に向けての本市の予算とかの兼ね合いもあったのかなとは想像して

おりましたが、確かに県との連携が今の段階では非常に大切なので、そういう形で

動かれたということで、わかりました。 
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 では、この件に関しては、長くずっと考えていく問題だと思います。市長初め執

行部も当然今考えていただいておりますが、我々議員もいろいろ考えて御提案等を

したいと思っておりますので、市民の皆様、美祢市にとって一番いい方法は何かと

いう答えをみんなで出していきたいと思っていますので、ぜひともよろしくお願い

いたします。 

 以上で私の質問を閉じます。 

 本日はありがとうございました。 

○議長（荒山光広君）  この際、１時４０分まで休憩いたします。 

   午後１時２７分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

   午後１時４０分再開 

○議長（荒山光広君）  休憩前に続き会議を開きます。 

 一般質問を続行いたします。徳並伍朗議員。 

   〔徳並伍朗君 発言席に着く〕 

○１３番（徳並伍朗君）  政和会の徳並伍朗であります。一般質問順序表に従いまし

て質問するわけでありますが、まず最初に、市役所の執行部の皆さん、そして職員

の皆さん、市民の安心、安全のため、また福祉の向上のために日夜努力していただ

くことに、市民を代表いたしまして厚くお礼を申し上げます。 

 それでは、最初の質問に入りたいというふうに思っておりますが、ジオパークに

ついてであります。ジオパーク再審査に向けての準備の進捗状況についてお聞かせ

をいただきたいと思います。 

○議長（荒山光広君）  西岡市長。 

○市長（西岡 晃君）  徳並議員のジオパーク再審査に向けての準備の進捗状況につ

いての御質問にお答えをいたします。 

 Ｍｉｎｅ秋吉台ジオパークは、平成２７年９月４日に日本ジオパークとして認定

され、本格的なジオパーク活動がスタートしたところであります。 

 認定を受けるに当たりまして、日本ジオパーク委員会からＭｉｎｅ秋吉台ジオ

パーク推進協議会へ審査結果報告書が提出されております。 

 報告内容では、ジオサイトを有する各地域で住民がその価値を学習し、保全にか

かわるなど、住民活動のポテンシャルが高いこと、小中学校でのジオパークを取り



- 40 - 

入れた継続的な地域学習が行われていること、その他、山口大学との連携、石灰石

鉱山の運営会社の調査、研究への協力、ジオパーク活動の運営体制の改善など、多

方面で高い評価をいただいております。 

 しかし、一方ではＭｉｎｅ秋吉台ジオパークの拠点施設の整備、観光関連組織と

の連携不足、ジオパークとしての保全体制づくりなどが緊急に解決すべき課題とし

て日本ジオパーク委員会から提案を受けたところであります。 

 提案された施設整備につきましては、平成２８年１２月に秋吉台上にＭｉｎｅ秋

吉台ジオパークセンター・カルスターを開設したことで解決し、連日多くのお客さ

までにぎわっております。カルスターは、国内のジオパーク関係者のみならず、一

般の観光客からも非常によい印象を持っていただいております。 

 その後、本年４月からは世界ジオパーク推進課を教育委員会から観光商工部へ移

管し、小中学校でのジオ学習も継続しつつ、観光協会とともにジオツアーを計画す

るなど、ジオパークと観光の連携も徐々に相乗効果が見え始めております。 

 さらに、本年度から文化財保護課を中心として新たな保全管理計画の策定準備に

も取りかかっております。 

 このように、緊急課題に対しては比較的早い段階で解決、または方向性を見出し、

高い評価をいただいたポイントは継続、あるいは強化するなどしており、認定から

約２年を経過したところであります。 

 また、日本ジオパークネットワークでは、国内のジオパークを対象にさまざまな

取り組みのレベルを総合的にチェックし、活動のランクづけをしております。Ｍｉ

ｎｅ秋吉台ジオパークの活動は、全４３地域中３７番目の認定地域にもかかわらず、

平成２８年度の活動の国内ランクでは１５位という評価をいただいているところで

あります。 

 ジオパークは、御質問されたとおり、４年ごとに再審査が行われる仕組みが設け

られており、本市のジオパークは平成３１年の秋ごろに再審査を迎えることとなり

ます。まだまだ改善すべきところはございますが、現在の体制で活動を続けること

ができれば、再審査に対する不安はさほど大きくないと感じております。そして、

その先には世界ジオパークの仲間入りを果たすことも見据え、持続可能な地域社会

の実現を図り、保全、教育、地域振興の理念を忠実に実行して、多くの市民に幸福

感を抱いていただけるようなジオパーク活動を継続してまいる所存であります。 
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 以上でございます。 

○議長（荒山光広君）  徳並議員。 

○１３番（徳並伍朗君）  今お答えをいただきました。 

 ユネスコに関して世界遺産、そしてジオパークというのがあるわけであります。

世界遺産の場合は、登録をしたらもうそのままずっと、極端に言いますと、自分の

ところから外れる以上は登録はそのままで続くわけでありますから、ただ、ジオ

パークの場合は４年に一遍審査があるということで厳しい状況であります。ですか

ら、世界遺産は１，０００以上あるわけですね。ジオパークは１００ちょっとぐら

いしかないわけであります。 

 また、私の知っている限りでは、世界遺産になったのが外れたといいますか、や

めたところもあります。ドイツの渓谷で勝手に橋をつくったから、それでやめたと

いうところもありますし、ジオパークについては、オーストラリアでどういう事情

か知りませんがやめたというのがあるわけでありますが、しかし、いずれにいたし

ましても大変ジオパークというのは厳しいものがあるんじゃないかなと、今の市長

のお話でよくわかったわけでありますけれど、なかなか自信を持った御答弁であり

ましたが、全国４３番目から３７番目に認定をされたと。そして国内ランクでは

１５位だということですが、まだまだ日本一のジオパークにはほど遠いというふう

に思っておるわけでありますが、それで、喝を入れるために、きょうはちょっとい

ろいろと問題点を挙げてみたいというふうに、私なりに小さいことかもしれません

けれど、挙げてみたいというふうに思っております。 

 どこの家も、お客さんが来るときには玄関を掃除し、トイレを掃除するのが当た

り前です。それをせんと、どうしたのか、この家はというふうに言われるというふ

うに思いますし、また、民宿でも、いい部屋で見晴らしのいい部屋というふうに言

いますけれど、行く道はぼこぼこで玄関は草まみれということになりますと、何ぼ

部屋の中がよくても周りの環境が悪ければ、やはりどうかなという思いもするわけ

であります。そういう意味で聞いていただきたいというふうに思っております。 

 デスクワークというのはそれなりにいろいろと進んでおるというふうに思ってお

りますが、また、そして先ほど言いましたように、再審査に対する不安はないとい

うようなことでございましたが、現状には多くの問題が残っているように思ってお

ります。 
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 と申しますのは、私は盆に秋吉台に行ってまいりました。日本ジオパークに認定

されて、秋吉台がどのように変わったか、そのままなのか変わったか。日本ジオ

パークとして、お客さんをおもてなしする心がどのように向上したのか、秋吉台上

を歩いて、全く昔のままだとしか言えない状況だなというふうにがっかりといたし

ました。 

 まず、秋吉台上の案内看板、説明看板の件ですが、秋吉台の中にある案内看板と

説明看板は何カ所ぐらいあるとお思いですか、市長わからんでしょういね、担当わ

かる人おりますか。あれ、秋吉台上の看板を自分たちがわからんのですか。これな

んですよね。これなんですよ。ちゃんとここに資料があるんです。ものすごくあり

ます。これ、全部秋吉台上です。１４７カ所あります。これは、全てお客さんのた

めにつくってある案内看板なり説明看板なんですね。お客さんのために、その

１４７のあるうちの３つ、４つを話をしてみたいというふうに思っております。 

 私、仕事上、石の仕事をしておりますので、石の説明看板を見て回ったわけであ

りますが、盆に秋吉台に行ったときに気づいたことを観光協会にも話をいたしまし

た。３点について話をさせてもらったんですが、とにかく草がぼうぼうで説明板も

見えない。説明板の意味がありません。それから、説明板に書いてある石が風化し

て字は全く読めない。字の石も真っ黒、周りも真っ黒。だから、これをどうにか読

めるようにしたらどうだろうかな。全体が真っ黒です。それから３番目ですが、看

板とは現状と違うことが書かれているという３点であります。これは詳しく話をし

たいというふうに思っております。 

 実は、きのう終わってまた行ってみたんですよ。盆に終わって、そして観光協会

の方々に言って、その後どうなっているのかという、きのう実は昼から行ってみま

した。全て３点が改良されているなというふうに思っていたんですが、全くそうで

はなかった。草がとにかくぼうぼうで、よく見て歩かないとわからない状態。看板

が見えない状態で、見えますか。見えんとかじゃなくて、よく探さなければわから

ないような看板であります。とにかく、草を管理をする方がおられれば刈っていた

だきたい。草というのは、一遍刈ったら１年中生えるわけじゃありません。１週間

に一遍ぐらい生えるわけでありますが、お客さんは毎日来ているわけです。きのう

の長者ヶ森のところも車が１５台ぐらいおりました、きのうおりました。ですから、

その辺を回っておられるんだろうと思っております。 
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 それから２番目ですが、石が風化して表面のコケと、あるいは黒くなっているの

で、とにかく取り除けば字が黒いし、表面が白くなれば説明が読めるのですが、石

が秋吉台の大理石ということで、何十年も野ざらしにされている状況ですので、酸

性雨だとか、あるいは経年変化によって表面はもろく柔らかくなっているわけであ

ります。また、字は彫ってあるわけでありますけれど、昔ですので手彫りで彫って

いるので、非常に浅く、またその表面を削ってあります。それもダイヤモンドで削

ってあるんです。石は、もう風化をして落雁のように、落雁ですよ、柔らかい、夏

によくお墓に持っていく。そのような落雁のように柔らかくなっているのに、ダイ

ヤモンドで削ってある。だから、削り過ぎで字も見えなくなっている。これ見せま

しょう。次はこれ。字も見えない。看板で字が見えないなら何の役に立つか。その

ようになっていると思います。 

 また、全体をきれいに削ればいいんですけれど、字のところだけ削っちゃう。字

のところだけ。あとは周りは真っ黒、そのまま。写真こうです、みんなこれ真っ黒。

看板に偽りありというふうによく聞くことはありますが、それに近いような状況で

あります。そういう管理を、ちょっとしたおもてなしで管理をすれば、非常にお客

さんも喜ぶわけでありますけれど、任せたら任せっぱなし、余り現場に足を運ばな

いという本当の証拠だろうというふうに思っております。 

 それと、次３番目、看板と現状とは違うということですが、このように書かれて

いますが、ちょっと読んでみましょう。育成牧場。牧場の東方の台上一帯は山口県

育成牧場の放牧地です。昭和４２年に開設され、面積６６ヘクタールの台上に、育

った牧草……とにかく２００頭の牛が飼われている。今全くおりません。おらない

ものを書いてあって、うそなんです、これ。これは県に言ってでも撤去したらいい

んです。 

 おもてなしの心というのは、おもてなしをして心を打つというのは、本当にその

１０倍、１００倍ぐらいしないと相手に伝わらないわけでありますが、現場をおろ

そかにしないでほしいというふうに思っておるわけであります。 

 文句ばっかり言ってはいけませんので、一つアイデアを出してみたいなというふ

うに思っております。あんたそんならどうするんかというときに、私なりのアイデ

アといいますか、ジオパークなりお客さんが喜んで来てくれるようなアイデアを出

してみたいというふうに思っております。 
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 秋吉台の草花ということで、いろいろ秋吉台にしかないような草花があります。

中沢さんという女性の方がいろいろと写真等とか本を出しておられるわけでありま

すが、アキヨシアザミだとか、その他もう二つか三つあるというふうに思っており

ますが、そういう特殊なものもありますし、それからまた、秋吉台の草原にはいろ

いろあるわけでありますけれど、多くの鍾乳洞口にはハチデンタ、クモノスシダ、

イシバイゴケなどの高石灰岩性の珍しい植物も多く見られますというふうにあるわ

けでありますが、せっかくこういうふうにして珍しいものがあるなら、年に何回か

秋吉台のそういう珍しい花の展示会といいますか、あるいはそういうものをやった

らどうだろうかなと。 

そして、これは春に咲くか秋に咲くかわかりませんが、年間何回かに分けて咲く

んだろうというふうに思いますが、秋吉台にインターネットであればよく見える

方々が、春にも秋にも来ていただける。そしてまた、高石灰岩性のコケというか、

そういうものもあれば、大正洞、景清洞、あの辺にもあるというふうに思っておる

わけでありますが、大正洞も景清洞も見てもらえる。そしてまた、その方々に賞品

として後で話をいたしますミネコレクションをあげれば、非常に一石三鳥ぐらいな

効果があらわれるんじゃないかなというふうに思っておりますが、いずれにいたし

ましても、世界ジオパークを目指すということでのことでありますので、今後この

今話をしたことに対して、担当のほうの関係の係の方はどういうふうに私のことに

ついて思われますか、感想をお聞きしたいというふうに思っております。 

○議長（荒山光広君）  西田観光商工部長。 

○観光商工部長（西田良平君）  ただいまの御質問でございます。 

 まずは、徳並議員実際に足を運んで、このように写真等撮っていただきまして、

ありがとうございます。参考にさせていただきたいと思います。 

 実は、観光商工部ということで、４月から新たな組織再編があったわけですけど

も、ここで観光とジオパークが一緒の部になりました。この両面から、一度秋吉台

上の看板、そして施設、これを実際にみんなで見に行こうじゃないかということで、

実際に２日でしたか、足を運びまして、目につくところを全て我々も写真におさめ

たところであります。今手元にあるんですけども、これらで今ざっと数えてみます

と、看板と施設を含めまして約３００カ所の写真を撮っております。この中には、

議員御指摘のとおり、看板内容が違うもの、あるいはもう完全に老朽化しているも
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の等もございました。まず、これらを全て精査をした上で、必要のないと思われる

ものは基本的には撤去をしていこうじゃないかというふうな考えでおります。間違

っているものにつきましては、やはりそこのところはしっかり正しいものをやって

いくということで考えております。 

 ただ、ここにつきましては、非常にお金もかかってくることでございますので、

これから観光のほうの特別会計等も黒字化したということもございます。秋吉台上

の整備計画、施設の整備計画等の中で、この辺の秋吉台上の看板類につきましても、

その整備計画に含めまして、ある程度時間を要するかもしれませんが、順次撤去あ

るいは整備等も進めていきたいというふうに考えているところでございます。 

○議長（荒山光広君）  徳並議員。 

○１３番（徳並伍朗君）  私が今のこの秋吉台上の案内看板、説明看板のこの資料は、

約５年ぐらい前の資料だそうであります。台上、いろいろきのうも１時間以上歩い

たんですが、木の看板なんか補修をしてある看板もありました。しかし、私が見た

のは、石に関して見たのは５つか６つぐらいでしたけど、そういうことでも問題が

あるということは、ほかにも看板に限らずいろいろと考えるべきことがあるんじゃ

ないかな。これは秋吉台上のことですけど、ジオサイトいろいろありますが、そう

いうことのやっぱり考えることがあるんじゃないかなと。やはり日本一のジオパー

クになるためには、徹底をしておもてなしの心で頑張っていただきたいなというふ

うに思っております。 

 続きまして、国際交流についてであります。中国棗荘市との交流の現状及び今後

についてということについて御答弁をいただきたいと思います。 

○議長（荒山光広君）  西岡市長。 

○市長（西岡 晃君）  国際交流について、中国棗荘市との交流の現状及び今後につ

いての御質問にお答えをいたします。 

 まず最初に、中国棗荘市とのこれまでの交流の歴史についてですが、山口県と中

国山東省との間で昭和５７年に友好協定が結ばれたことを機に、県内自治体と中国

山東省内の自治体及び県内教育機関と山東省各学校との友好交流締結が次々と行わ

れました。合併前の美祢市においても、平成３年の棗荘市への訪問を機に友好交流

の機運が高まり、平成５年６月に友好都市交流協力協定を締結いたしました。 

 合併後の平成２１年４月に、合併後の新市として従来の経緯を尊重し、提携先の
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意向を確認し、新市に引き継ぐため、再度友好都市交流協力協定の締結を行ってお

ります。 

 協定事項につきましては、「両市の友好関係を長期にわたって安定発展させるた

め、平等互恵の原則にのっとり、人的友好往来を主体とした経済、貿易、観光、科

学技術、衛生、文化、教育、体育等の分野にわたる交流と協力を促進する。」とし

ております。 

 これに基づき、第１次美祢市総合計画で、交流拠点都市・観光立市の創生を掲げ

ていることからも、この協力をさらに発展させるため、平成２２年５月には観光交

流の促進に関する合意書を取り交わしております。 

 また、その後、平成２２年８月に本市から市民海外研修として派遣を行ってまい

りました。 

 近年においては、両市の情勢報告や重要な連絡事項等におきまして交流を続けて

おります。 

 なお、これまでは美祢市日中友好協会の活発な活動により人的交流等が支えられ

てきましたが、近年その活動が停滞していると伺っており、今後人的交流を深めて

いくためには、民間組織の育成が急務であります。 

 この国際交流が目指す姿は、市民に根差すべき活動であると捉えておることから、

行政主導だけではなく、民間組織の活性化を念頭に置きながら、国際交流の担い手

の育成に努めてまいります。 

 さて、中国棗荘市との交流は、山口県の中国山東省との国際交流事業の枠組みの

中で友好都市協定であり、長い歴史を築いております。 

 現在、美祢市は世界ジオパークを目指した活動を推し進めていく中で、中国は世

界で最も多く世界ジオパークが認定されている国であり、新たな交流の可能性があ

ると考えております。 

 また、中国という大国の大陸文化と悠々と育まれた歴史を、棗荘市を通じて学ぶ

ことは非常に価値あることであり、教育を充実させる観点からも、児童・生徒の相

互交流につきまして再度検討を行ってまいります。 

 さらには、中国からインバウンドとその需要は世界的にも非常に大きく、東京オ

リンピックを契機として、さらに日本各地に広がりを見せると考えております。 

 このことからも、観光交流の合意書を互いの観光に役立て、ジオパークという新
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たなアプローチによる中国からのインバウンドの掘り起しに向け、棗荘市との国際

交流を相互に有益的な構築に向けて努力してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（荒山光広君）  徳並議員。 

○１３番（徳並伍朗君）  昔はいろいろと交流もありました。ただ、今の教育に関し

てでありますけれど、これは美祢市の合併の前の状況というのは、美東町、秋芳町

の議員の皆さんはよくお知りにならないというふうに思っておりますので、学生の

子供たちの交流の過去の状況というのがわかれば、ここで発表していただきたいな

というふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（荒山光広君）  繁田総合政策部次長。 

○総合政策部次長（繁田 誠君）  ただいまの徳並議員の再質問にお答えをいたしま

す。 

 棗荘市とのこれまでの具体的な交流内容でございますが、その多くは合併前の旧

美祢市において交流が行われております。市長がお答えしましたように、交流の始

まりは平成３年にさかのぼり、平成２０年に合併するまでの１７年間、双方合わせ

まして２９回の交流が行われております。棗荘市からは合計１７回、延べ１４３人

の方をお迎えしております。一方、美祢市からは合計１２回、延べ同じく１４３人

が棗荘市へ訪問を行っております。 

 棗荘市の合計１７回の具体的内容は、友好交流訪問が６回、農業視察訪問が３回、

経済視察訪問が２回、議員御質問の青少年交流が合併前に２回、産業としまして、

工場への研修が２回、文化交流が１回などとなっております。美祢市からは友好交

流訪問が７回、市民海外研修訪問が３回、市民友好交流訪問が１回となっておりま

す。以上が合併前における旧美祢市の交流状況でございます。 

 合併後につきましては、先ほど答弁いたしましたとおり、平成２２年の８月に美

祢市民海外研修としてふるさと人材育成事業を活用し、１２名の交流を行っており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（荒山光広君）  徳並議員。 

○１３番（徳並伍朗君）  今言われましたが、非常に歴史と、歴史というよりかは長

い間の交流があったというふうに思っておりますが、今は途切れている。と同時に、
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美祢市日中友好協会の活発な活動がだんだんとなくなってきたということでありま

す。やはり、交流も相手がいることですので、どっちかが積極的に進めないと交流

というのは難しいんだなというふうに思っております。いろいろ考え方はあるとい

うふうに思っておりますが、これは山口新聞でありますけれど、いろいろな県内の

県と山東省、さらに交流ということで、これは５月５日のあれですけれど、友好協

定締結３５周年で出ておるわけですね。またさらなる交流をということで、中国山

東省と山口県、それからこれは県と山東省慶尚南道との若者の集いということで、

非常に美祢市以外では何か県はやっておられるような気がいたします。菊川でも何

かあったようでありますけれど、棗荘市は県と山東省との関係で、それでいろいろ

とそれを心配していただきながらそういう今までのつきあいができたんだろうとい

うふうに思っておりますので、市長も日中友好協会というよりかは、県にどんどん

お願いをして、そして昔だったら友好の協定をいろいろなさっき言われましたが、

再開できるようにしていただければというふうに思っております。 

 子供たちもそうでしたが、我々石屋の組合じゃありませんけれども、石屋も経済

交流ということで、旧の美祢市ですけど、その当時中国の石を直接、間接仕入れる

会社が３社あったわけでありますが、その３人が全員が棗荘市に行きました。白石、

黒石、白い石は棗荘市よりか隣の市の済寧市というんですけれど、そこの石山です

が、そこにも行ってみましたし、また現在も我々はその石を使っております。です

から、間接的に経済交流をしているんだというふうに私は自負をしているわけであ

りますが、そういう話も山東省、あるいは中国の人、あるいは棗荘市の人と話をし

なければわかりません。 

だから、そういうぜひとも県によくお願いをするなり、また活発に働きかけをし

て、こう思っているんじゃだめです。思っていることを相手に伝えなければ話が前

に進まないわけでありますから、ぜひともそれを進めていただいて、本当に昔のよ

うな状況、我々はあくまでも経済交流、あるいは子供たちの将来のためにというこ

とでやっているわけであります。もしかまた昔の子供たちが再会をしたら、どんな

に喜ぶかなというふうに思っておるわけであります。 

 きのうですか、新聞に美祢市の交流といいますか、台湾、あるいはカナダですか、

行った子供たちが帰ってきたというのが載っておりますけれど、彼らもすごく大き

な思い出、あるいはカルチャーショックも受けて帰ってきているんじゃないかなと
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いうふうに思うわけでありますが、ぜひともそれも大変でしょうけれど、やはり他

市に負けないように、例えばこれは次に話をいたします韓国とのことですけれど、

美祢市以外の長門市さんも萩市さんもいろいろと交流を深めておられるわけであり

ますから、まだ美祢市においては本当に中国と滞った状況、台湾はいいんですが、

あとは県内友好的な県内の都市はまだありません。ですから、もう少しそういうも

のの世界といいますか、外に向かって目を開くことも大事じゃないかなというふう

に思っているわけであります。これは相手のあることですから、どうか市長初め執

行部の皆さんがこうします、こうしますじゃなくて、こうしましたという状況を今

度はお聞かせをいただきたいなというふうに思っております。 

 続きまして、韓国との交流についてお聞かせをいただきたいと思います。 

○議長（荒山光広君）  西岡市長。 

○市長（西岡 晃君）  韓国との交流についての御質問にお答えをいたします。 

 現在のところ、美祢市と韓国の自治体との友好交流は行っておりませんが、美祢

市の観光事業には大きなかかわりがあり、新市合併以降の状況では、秋芳洞を訪れ

る外国人観光客数のうち、平成２８年度実績では合計３万６，８６２人のうち、韓

国人観光客数は２万７，９８７人にも上り、実に７６％を占める割合となっており

ます。それゆえ、毎年韓国へは山口県や関係自治体とともに観光フェア等営業活動

を行っており、韓国旅行エージェントとも関係構築強化に向け努力をしていってい

るところでございます。 

 一方、国際交流にあっては、これまでも学校、大学等や民間を中心に着実に交流

を進めております。かつ、市といたしましても、駐広島大韓民国総領事との国際交

流に関する意見交換等、働きかけを行ってまいりました。 

 今後は、まず山口県における慶尚南道との交流及び県内他市の交流状況を参考と

し、駐広島大韓民国総領事館等との連携を図りながら、市民にとって有益な国際交

流のあり方について検討してまいります。 

 具体的な交流の切り口としては、観光交流を中心とし、ジオパーク関係、またサ

イクリングやマラソンといったスポーツ関係、教育、文化交流等さまざまな角度か

ら研究してまいります。 

 特に、今後の国際交流事業全般にあっては、子供の交流や教育の向上、さらには

市民の誇りと自信の醸成につながり、市民に夢と希望を与える国際友好交流の構築
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と充実に努めてまいりたいと考えます。 

 以上でございます。 

○議長（荒山光広君）  徳並議員。 

○１３番（徳並伍朗君）  先ほどちょっと言いましたが、萩市は蔚山広域市だと思い

ますが、それとの姉妹提携、あるいは長門市は鎭海市の姉妹提携、中国は友好都市

といいますが、姉妹は使いません。姉妹都市というのは。韓国はそれを使うわけで

あります。日本も姉妹都市を使うわけでありますが、萩も長門もいろいろ国際上と

いいますか、日本と韓国とのいろいろな問題もあるけれど、友好協定はずっと続い

ているというふうに思っておるわけでありますから、ぜひとも韓国との友好協定、

特に今言われましたように、ジオパーク等含めたらどうだろうかなということで、

実は韓国が世界ジオパークに認定をされているのは２カ所しかないんですね。見ま

すと、中国は３５カ所ぐらいあります。 

 実は、なぜそういうことを言うかといいますと、この前市民会館で徳山大学の先

生にいろいろ世界ジオパークになるためにはどうするかというような講義がありま

した。そのときに、美祢市は石のまちだからイタリアとかギリシャだとかというふ

うに、そういう人との交流もしたらいいんじゃないかなというふうに言われました

けど、なかなかイタリアとかギリシャに行くのは大変ですし、今またイスラム国の

テロがどこで起きるかわからないということで、大変厳しい状況でありますから、

できれば、まず近くでやればということで中国との再開、また飛行機で行けば（聞

き取り不可）で行けます韓国といいますか、の話を出したわけでありますが、例え

ば済州島はこれは韓国のジオパーク、それと旌善郡といいますか、そういうところ

も、これは旌善郡というのは韓国の東南部ですから、慶尚北道ですから上です。済

州島はとにかく間にあるわけであります。それで、済州島は年間観光客が９００万

人おるんですよ。本当に。９００万人おります。そして、済州島に溶岩洞という溶

岩でできた秋芳洞みたいな穴があります。それに年間入洞者が３００万人。という

のは、済州島の中に９００万人も来たら余り行くところがないんですよね。ゴルフ

するか観光するか、溶岩洞を見るだけ、私も一旦入ったんですが、何もないんです

よ。真っ黒けですから。溶岩が固まって、その固まるときに収縮してできた洞です

から、全く真っ黒け。それに、本当にたくさん入っています。安全の面ではまだ危

ないというような面もあったんですけれど、本当にこれがもし美祢市に来てくれた
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らまだまだ多く来るんじゃないかなというふうに感じたわけでありますが、これも

洞は洞でありますから、秋芳洞との関係も非常におもしろいんじゃないか。また近

くでもありますし、そしてまた世界ジオパークに認定されているということもあり

ますから、ぜひともそういうところもやっていったらいいんじゃないかなというふ

うに思っております。 

 それから、さっき言い忘れたわけでありますけれど、経済交流の中で昔はこれは

中国との経済交流の中で、中国の青年が美祢市の企業へ来て、２年間研修されたと

いうようなのがありますし、また今後とも、ぜひともそういうふうなこともつきあ

いをしていったらいいんじゃないかなというふうに思っております。これもまた相

手のあることでありますから、どういうふうになるかわかりませんが、洞となれば

秋芳洞、あるいは済州島にある溶岩洞、相手はジオパークですから、ジオパークに

向けてのやはり何かのつながりになるんじゃないかなということで、お勧めという

よりかは、いかがなものかなというふうに思っております。これは答弁要りません

けれど、よろしくお願いをいたしたいと思います。 

 続きまして、六次産業化の進行についてということで、本市の六次産業化振興に

かかわる事業等の実績について、最初に六次産業化推進協議会並びにミネコレ認定

者協議会の役割と成果についてをお尋ねいたしたいと思います。 

○議長（荒山光広君）  西田観光商工部長。 

○観光商工部長（西田良平君）  それでは、本市の六次産業化振興に係る事業等の実

績についての御質問にお答えいたします。 

 まず、六次産業化振興推進協議会並びにミネコレクション認定協議会の役割につ

いてであります。 

 最初に、六次産業化振興推進協議会については、美祢市六次産業化の振興にかか

わる事柄について提案、審議、調整、成果評価を行うとともに、関係機関や六次産

業従事者の意見を広く求めるために設置されたもので、農林畜産業の分野において

相当な見識を持つ方など、現在１１名の委員により構成をされております。 

 当協議会につきましては、各年度において実施する事業の報告や説明を行う中で、

御意見や御指摘をいただくとともに、ミネコレクション認定に当たっては、専門部

会を編成し、認定審査会を主催していただいております。 

 また、本年度において策定する予定の第２次美祢市六次産業化基本計画、これは
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まだ仮称でございますが、これの策定についてもかかわっていただいており、我々

非常に重要な存在であるというふうに認識をしているところでございます。 

 次に、ミネコレクション認定者協議会の設置目的であります。 

 この協議会は、平成２７年９月に設立されましたが、その当時ミネコレクション

の認知度は高くなく、行政主体でイベント等に参加し、認定商品のＰＲ等を行って

も、必ずしも商品の顧客ターゲットとマッチする状況にはならず、それに加えて認

定者間の連携が薄く、またお互いの商品の理解度も低く、ミネコレクション事業を

進めた先の到達地点も事業者によってまちまちでございました。 

 これらの課題を解消するため、それぞれが個別に活動するのではなく、認定者相

互の連携を深めることが必要であり、多くの意見や知恵を集結することによって認

知度の向上や販路拡大など、多くの課題に対応できるとの期待から、各事業者へ提

案をさせていただきました。 

 それを受けまして、その後、４回の意見交換会を経て、協議会の設立に至ったと

ころであり、現在も活動をされておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（荒山光広君）  徳並議員。 

○１３番（徳並伍朗君）  当協議会の総会資料によりますと、台湾のＰＲ並びに商談

内容と、またミネコレ専用のショッピングバッグの作成をされているようですが、

この作成に関する費用対効果についてお尋ねをいたします。 

○議長（荒山光広君）  西田観光商工部長。 

○観光商工部長（西田良平君）  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 一つの費用対効果といたしまして、認定者協議会におきましてショッピングバッ

グのほう作成をされております。このバッグの作成に当たりましては、まず平成

２８年度の総会において、会員さんよりミネコレクションのマークが非常に目を引

くので、これを使用してまちなかで目を引く買い物袋をつくってみてはいかがかと

いう御提案がなされまして、これが採択され、事業が開始をされたというところで

ございます。 

 袋が完成に至るまでには、協議会におきまして役員による協議を重ねるとともに、

市の関係部局の意見を参考にしつつ、完成に至ったものでございます。 

 この印刷につきましては、市内事業者により実施しておりまして、この事業費は
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６４万６，０００円であります。これは大きい袋と小さい袋と、それぞれ２，

０００部ずつ作成をいたしましたので、１枚当たりの単価は１６１円５０銭という

ことになります。関係者一同、そのできばえには満足はいたしておりますが、必ず

しも安くはありません。今後ミネコレクションのＰＲのため、同様のデザインを採

用したパンフレットやポスターと併せて有効に活用していきたいというふうに考え

ております。 

 以上です。 

○議長（荒山光広君）  徳並議員。 

○１３番（徳並伍朗君）  ミネコレ専用のショッピングバッグの作成をされて、各業

者に１００枚ずつ配布されたとの報告ですが、例えば、うどんとか店内消費のミネ

コレには果たして効果があったのか疑問が残ります。参考までに、ショッピングバ

ッグを見せていただけますか。 

○議長（荒山光広君）  白井観光商工部次長。 

○観光商工部次長（白井栄次君）  ただいまの徳並議員の御質問ですけれど、ショッ

ピングバッグにつきましては、こういったサイズの袋２種類つくらさせていただい

ております。これは、２種類のデザインを表裏それぞれデザインしたものですけれ

ども、２種類の大きさに分けてつくっておりまして、その２つのデザインを結合い

たしますマチにつきましては、ミネコレクションという形で赤色といいますか、え

んじ色のデザインをしておるところでございます。 

 ついでに、この袋について御説明をさせていただきますと、この２種類のデザイ

ンにつきましては、いずれも地球の色、ジオパークの色が使用されており、幅広い

年齢層にも好まれる飽きのこないシンプルなデザインで仕上がっておるという説明

を作成者からいただいておりまして、私どもの要望がある程度反映されたものとい

うことで考えておるところでございます。 

 ２種類ございますデザインのうち、こちら、タイトルがバンケットとタイトルを

つけられております。中央の２名の男女がおりまして、その前のテーブルは大きな

地球をモチーフにしたものでございます。男女の周辺に飛び出したように描かれた

作物は、美祢を代表する特産物であり、豊作のイメージやぜいたく、紅葉、そして

地球のスケール感を表現されておるということでございます。 

 それからもう一方、こちらのデザインでございますけれども、こちらはジオの恵
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みというタイトルでございます。ここに描かれております動物たちは、山口県の県

獣ホンシュウジカ、それから県鳥のナベツル等でございます。中央にそびえ立つ樹

木につきましては、地球の恵みのシンボルでございまして、あらゆる生命は生命の

恵みによって生かされるということをイメージしておりまして、ジオパークを意識

した地球の神秘が表現されておるということでございます。デザイン中、ここに

ザ・アースバンケットというふうに書かれてございますけれども、これは地球のご

ちそうというふうに訳されております。 

 今後、このザ・アースバンケットのキャッチコピーをロゴマークとして採用させ

ていただいておるところでございまして、今後ミネコレクションと魅力を普及して

いくメッセージとしても使っていきたいというふうに考えております。 

 それと、質問の中で全ての事業者において店内消費の商品だけではなく、持ち帰

りのできる商品もそれぞれ販売されておりますので、この袋の用途につきましては

十分に確保されておるというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（荒山光広君）  徳並議員。 

○１３番（徳並伍朗君）  今バッグを見せていただきました。皆さんわかりましたか。

何か。わかりましたか。首を振っておられる方がうんと言われたからたまげた。 

 それは、デザインというものは、なかなか人がいい悪いは決めにくいわけであり

ますが、このバッグ、これは紙でつくってあるわけでありますが、私は買い物なん

かの客の皆さんにもそのバッグを選んでいただくことにしたらどうだろうかなと。

紙とビニール。その大きなバッグに中途半端なもの、中途半端じゃないけど、半分

ぐらいな物を入れて、買い物して、持ち運んで、車に乗るまではいいです。そして

旅館に着いた。それであしたは帰ると。バッグに詰めないといけん。紙は折り畳み

にくいんです。そして、無理して折り畳んだら破れるわけです。しかし、ビニール

でしたら、ぱっぱっとするのにわけはない。そしてまた使える。だから、当初の計

画を推し進めるというんならそれでもいいんですけれど、やはり買い物客にどちら

がいいですかと、ビニールですか紙ですかと。そして、多いほうを今度は次にやる

ときにはつくられればいいというふうに思っております。１枚が百六十何円という

ふうに言われましたけど、デザイン料を含めたら、やっぱり３３０円になるんです

ね、小さい袋でも。押しなべていけば。だから、もう少し安くしていったほうが、
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安くで物をつくったほうがいいんじゃないかなと。それで、事業所にたった

１００枚。５００枚でも１，０００枚でも配っていただいて、そしてそれをどんど

んミネコレの商品が出ればいいなというふうに思っております。 

 それから、台湾にも行かれたということでありますが、台湾のＰＲ並びに商談内

容については答弁を聞きたいというふうに思っておりますので、お聞きをしたいと

いうふうに思っております。 

 なぜなら、国内外にそれぞれの文化があって、規制や商取引慣習といいますか、

そういうことも事前調査が必要であるというふうに思っておりますが、その点につ

いてもお尋ねをしたいと思います。 

○議長（荒山光広君）  白井観光商工部次長。 

○観光商工部次長（白井栄次君）  ただいま徳並議員から、台湾への出店についての

御質問がありました。 

 美祢市が台湾台北に観光事務所を立ち上げましてから、何度か台湾のほうに行か

させていただいております。２６年度にも商工会を活用させていただきましての展

示会、それから昨年度につきましてはフード台北という台湾での比較的大きな日本

の料理なり食べるものを案内する大きなイベントがございましたので、昨年の６月

に出展をさせていただいたという経緯がこれまでございます。 

 ２６年度商工会を通じて出品した際には、２社程度美祢市からは出展したわけで

ございますけれども、その際に、やはり美祢市の事業所の中に台湾に出展する際に

対応できる事業所様が非常に少ない、限定的であるということで、ひとつの感触と

して持っております。 

また、同じようにフード台北に展示した際にも、やはり対応していただける事業

所さんが限定されておるということで、現在ではそういう台湾等に出展をすると計

画した際に、対応していただける事業所さんを育成する必要があると、急務である

ということの思いから、現在パワーアップ事業等に取り組んでおるというところで

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（荒山光広君）  徳並議員。 

○１３番（徳並伍朗君）  大変時間も押し迫ってまいったわけでありますが、最初に

こういうふうに言われております。ミネコレクションについては、それぞれが個別
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に活動するのではなくということを言われております。私の手元にあります資料に

よりますと、ミネコレクション認定者協議会のメンバーは２０人、それと事務局が

あって２１と。いろいろイベントだとか、あるいは海外にも行っておられるようで

す。１人か２人。２０人おって１人か２人ですよ。私は、先ほど言いましたように、

中国棗荘市とは旧美祢市の場合、石屋さん３軒全員が行きました。そして、台湾に、

これ山口県じゃなくて全国の、日本からイベントがあったんですが、今の台湾事務

所のあるビルの１階でフェアがあった、ジャパンフェアが。我々会派は行きました。

会派３人ともう１人の議員が４人行きました。それでも３人全員行っているわけで

す。 

 先ほど言いましたように、認定協議会の皆さんがもう少し頑張っていただかない

と、来年予算は何か１，０００万円もついているんですが、何か個人のために使っ

ているような感じがいたしてならないんです。本当にどうだろうかなというふうに

誰でも思うと思います。これありますよ、認定協議会のメンバー。それからミネコ

レバッグの配布の一覧表、最高でも１００枚ぐらい、その程度。３００枚も

５００枚もというぐらいで欲しい、その努力をしてもらいたいなというふうに、こ

れは４，０００枚のうちの一部ですからそうでありましょうけれど、もう少し目に

見えるような活動をしていただきたいなと。そして、我々が応援できるような活動

をしていただきたいなというふうに思っています。 

 時間も来たわけでありますが、最後に市長にちょっと聞いてみたいことがあると

いうふうに思っていますが、このミネコレクションのいろんなものがあります。い

いものもたくさんあるというふうに思っておりますが、これを最終的にどこまで押

し上げるか、どういうふうにして売っていくのか、どこで売るのか、そしてどのよ

うな売り方をするのかというのをちょっとお聞きしたいなというのを最後にいたし

ます。 

○議長（荒山光広君）  西岡市長。 

○市長（西岡 晃君）  徳並議員のミネコレクションを最終的にどういうふうな形で

売っていくのかということでございますが、本年度予算でお示しいたしましたとお

り、ミネコレクションのパワーアップ事業ということで、販路の拡大を現在進めて

いるところでございます。あらゆるフェアに私も参加をさせていただき、先ほどの

言われましたミネコレクションの袋につきましても、７月にあった定住移住促進フ
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ェアの中でミネコレクションの一部をノベルティとしても活用させていただき、Ｐ

Ｒをしてまいったところでございますし、また羽田空港等で宇部市、美祢市、山陽

小野田市とともにフェアも開催をしているところでございます。 

 原課のほうに今よく言っているのが、六次産業のパンフレットを毎年更新して新

しくしているんですが、こういったフェアのときに古いパンフレット等がまだ置か

れている現状が私が現地に行ったときにも見受けられるというところですので、や

はり新しい情報をいかに発信をしていくか、そしてその情報をどう発信していくか

がこれからの課題だというふうに思っております。 

 そのためにも、今ＳＮＳ等を活用して情報を発信することを力を入れて行ってい

るところでもございますし、そういった面からも、やはり全国ないし、また世界に

向けてもこのミネコレクションの商品が発信できるような体制づくりを今後も行っ

ていきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（荒山光広君）  徳並議員。 

○１３番（徳並伍朗君）  ありがとうございました。 

 私は、今ちょっと世界というふうに言われましたが、ミネコレクションの品物が

例えば香港やシンガポールでの免税店でたくさん売れて、これはアメリカとヨーロ

ッパの方々が日本に寄らずに中国からすぐ帰られる方もおられるわけでありますが、

そういうふうにして、ミネコレクションが現実にたくさんの品物が香港やシンガ

ポールでも日本の品物が売れているわけであります。その一角をぜひともミネコレ

クションが占めるように努力をしていただきたい。私も来年度の予算１，０００万

円には大賛成ということで応援したわけでありますので、ぜひとも頑張っていただ

きたいなというふうに思っておりますし、あと、きょうはもう一つ質問が残ったわ

けでありますが、また今度、次の機会にでもさせていただきたいというふうに思っ

ております。 

 以上をもちまして、質問を終わります。 

○議長（荒山光広君）  この際、２時５５分まで休憩いたします。 

   午後２時４５分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

   午後２時５５分再開 
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○議長（荒山光広君）  休憩前に続き会議を開きます。 

 一般質問を続行いたします。安冨法明議員。 

   〔安冨法明君 発言席に着く〕 

○１５番（安冨法明君）  政和会の安冨法明でございます。きょう、５番目でありま

す。大変皆様お疲れであろうかというふうに思います。なるべく手短かといいます

か簡潔明瞭に質問したいというふうに思いますのでよろしくお願いします。 

 最初に、ジオパークについてということなんですが、きょう既に前の方が私入れ

て５人なんですが、４人が取り上げるというふうな状況になっております。中には

私がお聞きをしたかったことが、既に答えで出ておるところもあります。重複する

ところもありますけれども、御了承いただきたいというふうに思います。 

 最初に、ジオサイトの維持管理や来訪者の安全、利便性や魅力度の向上など、基

本的な考え方と対策についてお伺いをいたします。 

 合併後の平成２２年３月に観光振興対策特別委員会をつくりまして、いろいろ観

光振興について協議をしてまいりました。その中で世界ジオパーク登録を提言をし

ております。以来７年、現在日本ジオパーク登録までこぎつけております。世界ジ

オパークということなんですが、もう少しまだ時間がかかりそうな現状にあります。 

 現在、美祢市観光の拠点として、Ｍｉｎｅ秋吉台ジオパークのジオサイトとして、

先ほども説明がありましたが、３４カ所が設定をされております。博物館等の関連

施設、それから関連施設等もほかにあるわけですが、このように多くの市内全域を

区域として設定がされております。 

 ジオパークの基本理念は、地域振興と資源の保全・保護が両立するようにという

ふうな、大変美祢にとってはまちづくりにとって都合がいいといいますか、理念と

いえるというふうに思います。 

 しかし、設定をすれば、維持管理は当然必要であります。そこで、先ほどからい

ろいろな形で同じようなことが出ております。そのことも併せて聞いていてほしい

んですが、結局、維持管理が十分じゃないという現状が、設定はしたけれども維持

管理は十分じゃないという現状があるのは事実だろうというふうに思っております

が。とりあえず、とりあえずといいますか、２点。国秀遺跡がございます。それと、

別府に白水の池がございます。この２点についてお聞きをいたします。 

 まず、国秀遺跡でございますが、現状は竪穴式住居として２棟のカヤぶきの建屋
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が復元をされるといいますか、つくってあります。市長御存じかどうかわかりませ

んが、大変傷みが激しくて、観光拠点というには余りにもひどく、台風などの強風

が吹くと、わらが飛んだり壊れかけて、はっきりいます。苦情が出ております。 

 この前の議会報告会においても、参加者から、知人だったかな、連れて行ったけ

ど、どうも議員さんあれは、見せるにたえないというか、そういう状況にあります

が、どうなっているんですかというふうな質問が出ていました。 

 市の文化財としても、自然保護課の管理になるんでしょうけれども、指定がされ

ております。世界ジオパーク推進課、あと文化財保護課、どちらも関係するんだろ

うというふうに思っておるわけですが、管理責任というのはどちらなんでしょうか。

主体といいますか。お聞きをします。 

 次に、白水の池についてもお聞きをします。白水の池ですが、カルスト地形特有

の遊水池――池でありますが、池の中央に水神様が祭られております。古くから農

業用のため池として利用されてきたものと思われます。ジオサイトしては、カルス

ト地形の特徴がよく出ている優れたものじゃないかなというふうに感じておるわけ

ですが、現状は堤っていいますか、堤の溝をせきとめている堤ですね、老朽化をし

てコンクリートがひび割れたような状況にもなっておりますし、現状は農繁期であ

ります。水をせきとめて目いっぱい堤の上を水が超えております。深さはそんなに

ないんですが、そういう状況にありますし、中央にある水神様へ渡る橋も電柱とい

いますか、鋼管でつくられた電柱、鋼管柱ですね、が３本ずつぐらいたなげてあっ

て、お参りができるようになっておるんですが、実際深さがどれぐらいあるか私は

よくわからないんですが、周囲に柵とかもあるわけではありません。ただジオパー

クの看板といいますか、ございます。ジオサイトにはそれぞれ説明板があるのと同

じような感じで設置をされております。そういうふうな状況の中で安全性、また周

辺の整備、これまた大嶺の炭田の話じゃないですが、私必要なんじゃないか、柵も

申しましたようにないですし。だからこういうふうな状況なんですが……。 

 先ほど遺跡の話で推進課と自然保護課の話しました。これ、もし仮にため池とと

れるんだったら農林課なんでしょうかね。でもジオサイトの指定をしておるんです

が、ジオパーク推進課なんでしょうか。この二つのジオサイトについて、責任の所

在というのがはっきりしているかどうか、主管課がどこなのかと。仮に整備をする

んだったら財源はどこに求めたらいいのかねと、こんな話です。 
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 まず第一に、今二つ申し上げましたが、整備をされるおつもりはあるのでしょう

か。お伺いをいたします。 

○議長（荒山光広君）  西田観光商工部長。 

○観光商工部長（西田良平君）  安冨議員のジオサイトの維持管理や来訪者の安全、

利便性や魅力度の向上等の基本的な考え方と対策についての御質問にお答えをいた

します。 

 Ｍｉｎｅ秋吉台ジオパークでは、先ほど言われましたが、３４カ所のジオサイト

を設定しております。秋吉台、秋芳洞、別府弁天池、万倉の大岩郷などの地質遺産。

それから大嶺炭田遺構、長登銅山跡、赤間関街道中道筋などの文化遺産などがあり、

ジオパークの見どころであるジオサイトは、本市を訪問される観光客の方にお見せ

する重要な場所でございます。 

 議員御質問の国秀遺跡、白水の池もジオサイトとして設定をしておりますが、議

員御指摘のとおり、管理が不十分であるジオサイトの存在も把握しております。全

てのジオサイトを対象とした整備計画に基づき、説明看板の設置や環境整備など、

順次整備を進めているところでございます。 

 国秀遺跡につきましては、市指定の文化財であり、これの管理は文化財保護課で

ございますが、現在、竪穴式住居２棟を復元展示しておりますが、議員言われたと

おり、老朽化によりまして倒壊寸前の状況になっております。今後は、解体撤去の

上、竪穴式住居の建てかえだけではなく、他市町の展示方法等を調査、参考にして、

新しい方法での展示をしたいというふうに考えております。 

 白水の池につきましては、現在のところ道路案内看板と現地説明看板を整備して

おりますが、今後は観光客からの目線、あるいは農業用水施設としてなど、農林課

管轄であるのか、あるいはジオサイトとしてなのか、こういったようなことを多角

的に調査をいたしまして、その上で関係者の方々と、これからの例えば防護柵等、

安全策、安全性を含めた維持管理方法につきまして、話し合いの場を設けたいとい

うふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（荒山光広君）  安冨議員。 

○１５番（安冨法明君）  そうですね、国秀遺跡については、解体撤去の上展示方法

を考えますよ、要するにやりませんということでしょうね。なぜやれないのか説明
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していただきたいんですよね。 

○議長（荒山光広君）  井上文化財保護課長。 

○教育委員会事務局文化財保護課長（井上辰巳君）  ただいまの国秀遺跡についての

質問にお答えいたします。 

 現在、竪穴式住居の復元した建物２棟建っております。これについては先ほどか

ら出ておりますように、老朽化が激しいということ、それで教育委員会内部で検討

した結果、新たに竪穴式住居を復元するのではなく、今後長い目で見た維持管理等

も踏まえて、違う方法での展示を考えておるということでございます。 

カヤぶき職人、あるいはそういった業者の数も少なくなっておると聞いておりま

す。今後、より遺跡を身近に感じられるような新しい展示方法というのを研究して、

新たに整備をするということで教育委員会内部で検討した結果でございます。 

 以上です。 

○議長（荒山光広君）  安冨議員。 

○１５番（安冨法明君）  基本的な問題なんですけれども、要は職人さんがもうおら

れないよ、探したけどいません。あるいはカヤぶきのカヤが材料として調達できな

いよとか、そういうふうな技術的な問題、資材の問題、そういうことじゃないとい

うことなんです。今職人のことは言われましたよね。 

 私思うんですが、この前これは竹岡議員に言われて、私もあれあれと思ったんで

すが、私も最初はもし維持管理が難しいんであれば、解体してもいいのかなという

ふうな思いがあったんです。ところが、やぶつのは簡単だけれども、基本的にほか

の今まで議員の方もいろんなこと言われましたけども、一つの美祢市の基本的なま

ちづくりの柱にジオパークを据えて、市長もそれを世界ジオパークを目指していく

よと、こう言われていますよね。その中で、まちづくりの基本というか旗が結局今

まであったもの、整備をしていくっていうんだったら、それ以上に整備をしていく

っていうのわかるんです。傷んでだめだからサイトに設定をしたけれども、もうや

らないから解体するよって、ジオパークの理念といいますか、保護、保全、こうい

うふうな基本的なものの考え方からすると、私は少し違うんじゃないかなと。 

 ４年後、３１年ですか、もう認定から２年たつわけですからもう２年ぐらい、再

審査がありますよと。どんな形での再審査ということになるのか我々わからないん

ですが、市長は先ほどの答弁の中で、かなり自信を持っておられましたね。計画ど
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おりに今からやっていけば、再審査は可能だろう、通るだろうとこんな話だったと

思うんですが、基本的に一番最初に言いました、説明にも答弁にもあったと思うん

ですが、保護と振興を両立しましょうとこういう話ですから、今あるものがだめだ

から、もう次違う展示方法を考えますよとかって、果たしてこのジオの基本的な理

念というか考え方になじむんでしょうか。 

 だから、ここだめだったかもうちょっとサイトの傷みが激しいから、じゃあこれ

やめますよと、極端な話。私が審査員だったとすると、美祢市さんてジオに対する

基本的な考え方ってその程度だったんですかって私なら言いそうな気がするんです

が、そういうのがぽこぽこ出れば。認定のときにこうだったけれども、地域振興と

その保全のためにグレードが上がっていくんだったらいいですよ。何か落ちている

ような気がするんですが、別の展示方法があって、それがすばらしいよといわれる

のかもしれませんけども。 

 その辺の基本的な考え方をもう少し、市長、はっきりさせてほしいなというふう

に思います。同じことがいっぱいいっぱい出るのは、同じところでつまずいている

というか、はっきりしていないんだろうというふうに、財源の問題だけじゃ必ずし

もないと思うんです。 

○議長（荒山光広君）  末岡観光商工部次長。 

○観光商工部次長（末岡竜夫君）  安冨議員の御質問にお答えします。 

 ４年後に４年前よりすばらしくなっている、進歩しているというのは間違いない、

これは審査の基準には確かにそういうことが言われます。それと一つ執行部からの

説明不足で大変誤解があるのかもしれませんけど、保護という言葉があります。保

護というのは、ジオパークでいう保護と申しますのは、もともとあった自然のもの

に対する保護なんですね。ですから、人間がつくったもの、ですから今でいう展示

物、これを保護するという保護とは意味がちょっと違います。 

 それともう一つ補足するとなれば、井上課長が先ほど、わらがないカヤがないか

ら職人がいないからというのは、例えカヤがあっても職人がいたとしても、私が今

文化財担当の職員からちょっと聞いているのは、今現在の展示の方法、最先端の展

示の方法というのは、昔のものをつくるというんじゃなくて、そういうものを、は

っきりとちょっと私聞いていないんですけど、最先端の展示の方法があるというふ

うに聞いております。ですから、ないからできない、ものとか人がいないからでき
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ないよという意味じゃないというふうに伺っております。ですから、全く後退して

いるんじゃなしに、それはそれで私はジオパークの考え方からすると前進をしてい

るというふうに感じております。 

 以上です。 

○議長（荒山光広君）  安冨議員。 

○１５番（安冨法明君）  あねいやこねいうちゅうな感じなんですが。じゃあ保護と

保全、保全は違うんですか。だから、今の次長の説明じゃったら、後から人工的に

つくったようなものは、これは保護の対象にはならないからいいんだよと。地質遺

産としての評価はないものもジオサイトにはなっていますから――そうですよね。

そういうことになると、今の認識でいいんですか。 

 基本的なことをお聞きをするというのは、どうもその辺があやふやな気がするん

です。だから、ちゃんとしましょうねとこういう話ですから。 

○議長（荒山光広君）  西岡市長。 

○市長（西岡 晃君）  ジオサイトの保護と保全という考え方ということでございま

すが、今次長がお答えしたのは、ジオの認定における保全、保護の基本的な考えだ

ろうというふうに思っております。 

 先ほど、安冨議員が言われました、まちづくりからの観点からの保全と保護とは、

また意味合いが違うのかなというふうに思っておりますけれども、まちづくりから

の観点から見たこの国秀遺跡の竪穴式住居の保全について、今後どうしていくべき

かということは、しっかり議論をしてまいりたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（荒山光広君）  安冨議員。 

○１５番（安冨法明君）  市長は、今から議論をすると言われます。今主管課といい

ますか、答弁をされたのは、もう方針は私は決まっているように聞こえました。 

 じゃあ住民から苦情が出るような状況までなんで放置をされていたかちゅう問題

があるんです。その辺のことよく考えていただいて、我々が、あるいは地元からこ

ういう話が出る前に、市のほうから管理主体から、じゃあこれ古くなったからこう

しましょうねっていう話が出るんだったらね、それはまた話は別なんですけどね。 

 ほとんど今の今までの質問の経緯も大体そうですよね。だからその辺が、世界ジ

オパーク登録を目指してまちづくりをしよう、こういうときに、やっぱりそういう
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ふうな状況で本当にまちづくりになるんだろうかということ。このこと何回言って

も恐らくもとに戻らんでしょうから、市長は検討されると言われるんですから検討

していただければいいと思うんですが。 

 危険ですよ、台風なんかきたら飛んで行きますからね。結果的に近くに民家もあ

りますから、被害が出たりしたら、それ管理責任は当然求めれると思う。そういう

こと等も考えていただきたい。 

 もう一つ、この件で申し上げたいのは、先ほど、西田部長がもう答えを言ってお

られますが、私市長にお聞きしておきたいんですが、合併後１０年、観光会計が黒

字になりました、頑張って黒字になりました。私は今、財源のお話が出るのかなと

思ったんですが、財源は出ませんでした。 

 でも、こういうふうな一気にどうせ全部できないにしても、観光会計の収益、こ

れを半分仮に基金でも積んで、半分ぐらいはジオパークの推進とか地域振興に充て

るっていうふうなものも考え方をしていただければ、ジオに対するジオで皆がこう

いうふうな行政もこういうふうにやってくれるんだ、僕らも地元の協力するところ

はせんにゃねって、こんな話になってくるかなと私は感じております。 

 ですから、恐らく、自然保護課なんかほとんど予算持っていないんよね。うなず

いていますから、ない。じゃあ、そのジオの推進室あるかと言うとこれも正解じゃ

ないと思うんです。ね、市長、そうでしょ。だから、基本的には市長の考え方とか

まちづくりに対する思いが、移動市長室でもいろんなこと聞かれると思うんですが、

必要なんです。市長の基本的な考え方。それ伺って……。 

○議長（荒山光広君）  西岡市長。 

○市長（西岡 晃君）  観光会計の黒字の財源をどういうふうに振り分けていくかと

いうことでございますけど、昨年度もちょっと議論となりました、秋吉台上にある

施設についても、これから老朽化しておりますので改修をしていかなければいけな

いという事案が出ております。それを踏まえて、秋吉台、秋芳洞周辺全体の観光振

興の計画を策定して、今の観光会計、今までの努力の結果、単年度で黒字から通年

黒字になっておりますので、その部分を今後の振興のためにも使ってまいりますし、

また先ほど安冨議員言われましたとおり、この美祢市全体のためにも使ってまいっ

ていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 



- 65 - 

○議長（荒山光広君）  安冨議員。 

○１５番（安冨法明君）  現状で、例えば、今遺跡のほう言いました。白水の池のほ

うなんですが、行政の一番不得手な横の連絡といいますか、庁内協議が十分できて

いるかどうかということで、課題としてこれを何とかしようねということで、それ

ぞれが農林なり推進課なり市長の考えのもとにということにはなるんですが、やる

気でそのものを考えないと、なかなか実現は不可能だというふうに、それなりのど

うしても財源がいります。 

 それと、秋吉台上のこと言われました。私は家族旅行村のことは――違ったらご

めんなさい――家族旅行村のことだろうというふうに思います。あれを市長もし単

独財源でおやりになるようなつもりなら、私はもううまくいかないというふうに思

います。これはもう過去の経緯から秋芳町時代、中規模レクリエーション施設事業

だったかな、反対もあったんです、随分。経緯がありまして、あれでお金もうから

ないよというな最初からあった、なかなか難しいんです。４６ヘクぐらいあります

から、山ですからね。気をつけないと、管理費ばかりかかって、なかなかええこと

いきません。どこか大きな、長門は星野リゾート来ていますが、そういうふうなと

ころ連れてくるとか、そしたら指定管理料だけでもいりません、もう、ただ使って

もらっている。そういうふうなこと考えられたほうがいいんじゃないかなというふ

うに思います。 

 もう一つだけあれです、申し上げておきたいんですが、白水の池、整備をして安

全柵とかがつけられれば、私チョウザメの話したら、鱒で頑張るよちゅうて言われ

ましたよね。あそこ鱒放して釣り堀にしたらどうか、釣り堀はちょっと無理かもし

れん、釣りをしたらどうかな、いろんなことを考えながら、それが地域の光になる

というのかな、いろいろ考えてやっているなと。そのことそのものでもうからなく

ても人は寄りますから。だからそういうこと等も考えてみたりするんです。そうい

うこと等を申し上げておきますので、十分に検討していただけたらというふうに思

います。 

 次に、有害鳥獣対策と、これはまたわかったようなわからん話で申しわけないん

ですが、ヌートリアとみられる動物の生態と有害性について、現状と対策はどのよ

うになっておるかということなんですが。のようなちゅて言っているとおり、見て

はおるんですが、捕まえてそれを確かめたわけではありません、私。ただうちの前
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に、大分秋芳町の北部の山の奥のほうに近いほうなんですけど、だから恐らく上流

からは来ないだろうと思いますから下流からずっとくるんだろうというふうには思

うわけですが、どうも狸が泳いでいるのかなと思ったんですが、水ん中潜るんです。

狸潜らないですから。 

 そういうことで、皆さんいろいろ話していると、目撃証言といいますか目撃者が

結構おられるんです。瀬戸の辺でも見たという方もおられるし、秋芳洞のほうに行

って稲川がありますよね、秋芳洞から出ている川ですが、そちらのほうでも見たと

いうような。要は、見たって捕まえた人は余りいたよという話は余り聞いてないか

ら、だろうというヌートリアじゃないかなとこういう話なんですが……。問題はで

すね、このカワウソに似た動物なんですが、どうもヌートリアとするならばネズミ

の親戚、親戚ちゅうよりは親分みたいな大きさからするとね、感じなんですが、ど

ういう生態で、例えば何食べて、農産物に食害を与えるよとか、そういうことがな

かなかわかりません。ネットで我々は知るぐらいの。 

 初期対策といいますか初動体制というものはきちんととられないと、鹿の例が一

番いい例だろうと思うんですが、保護を最初叫んだものですから、たちまちふえて、

今大変なことになっている。恐らく管理はしても、保護を余り保護、保護っていう

と、知らないうちにとんでもないことになるよということを前提にお聞きをするわ

けですが、現状で、農林課のほうでも、何かＭＹＴででも見たら役所のほうに農林

課かな、有害鳥獣室、対策室ですね、のほう連絡してほしいというふうな放送もあ

ったよという話も聞いていますから、現状とその対策等についてお聞きをいたしま

す。 

○議長（荒山光広君）  志賀建設農林部長。 

○建設農林部長（志賀雅彦君）  それでは、有害鳥獣対策についての御質問にお答え

をいたします。 

 ヌートリアと見られる動物の生態と有害性について、現状と対策はどのようにな

っているかについてであります。 

 まず、ヌートリアについて御説明を申し上げます。ヌートリアは、齧歯目ヌート

リア科に属するネズミの仲間で、かつては沼の狸と書き、沼狸と呼ばれた南米原産

の外来生物であり、平成１７年施行の特定外来生物による生態等に係る被害の防止

に関する法律において、特定外来生物に指定されております。 
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 日本には、飼育が容易で成長が早いことから、防寒用の毛皮として軍用に供する

目的で１９４０年ころから西日本を中心に養殖されておりましたが、終戦とともに

需要が激減し、多くの個体が野外に放たれ帰化定着したものであります。現在のと

ころ、中国、近畿、東海地方で定着が確認されており、定着の拡大が懸念されてい

るところであります。 

 形態については、頭から尾の長さまでの全長は６０から１１５センチメートル、

体重は４から９キログラムであり、茶褐色の毛色で、尾は黒く毛がまばらに生えて

おります。前歯がオレンジ色で長いことと、水辺の生活に対応するため後ろ足に水

かきがあることが特徴です。繁殖力が強く、年に２から３回程度出産し、１回に

５から７頭を出産するため、急速に個体数が増加する恐れがあります。 

 食性につきましては、基本的には草食性で巣穴周辺の植物を中心に採食し、水生

植物の葉、茎、根などを好んで食べております。農作物では水稲の苗や果菜類、根

菜類の野菜の被害が確認をされております。 

 生活の特徴につきましては、流れが穏やかな河川や湖沼、ため池の周辺に生息し、

水域から離れて行動することはまれと聞いております。土盛りの堤防やあぜに横穴

状のトンネルを掘り、巣穴として利用しており、活動時間は夕方及び明け方が中心

となっております。 

 被害としては、水稲が最も多く、次いで野菜等が挙げられるとともに、巣穴が原

因で河川の堤防、ため池の堤体、圃場の畦畔等の強度低下を招く被害が確認をされ

ております。 

 本市におきましては、河川沿いを中心に全域で生息していると見られます。目撃

情報も数件よせられているところではありますが、目立った被害の報告については、

現在農林課のほうでは受けておらないという状況です。 

 目撃情報があったところに対しましては、現在のところ、鳥獣捕獲許可による捕

獲を実施しているところではありますが、捕獲の実績はいまだにないという状況で

ございます。 

 しかしながら、先ほど申し上げましたように、農作物への被害を未然に防ぐため

には、捕獲駆除による生息数の減少が最も効果的であると考えますことから、来年

度におきましては、積極的に駆除を推進するために、美祢市有害鳥獣捕獲奨励事業

の補助対象とすることを、現在検討をしておるところです。先ほど申し上げました
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とおり、急速に増加する恐れがありますので、早目早目に手を打ってまいりたいと

考えております。 

 以上です。 

○議長（荒山光広君）  安冨議員。 

○１５番（安冨法明君）  恐らくそのヌートリアとかいう動物であろうというふうに

は思うんですが、かなり目撃情報があるということであれば、１年に２回も３回も

お産をして６匹ずつ生まれりゃあ、これはネズミ算なんでしょうから、そういう意

味では、今部長言われるように早目の対策というか捕獲でしょうね、捕獲ぐらいし

かないでしょう。 

 余計なことを言いますが、来年から農業大きく、農政が変わりますよね。基本的

には、もう今、来年の種子の注文だ何だって、いろいろくるんです。だけども来年

どういうふうなのを農政が敷かれるかという、とられるかということに、いまだに

まだ、本当はこれもやりたかったんですけども、そういう状況にあって、非常に皆

さん困っておられるし、これでこういうふうな鳥獣害被害等またふえてくると、田

んぼ来て稲かじるかどうかっていう、まだよくわからないんですが、野菜とか食べ

ている可能性ありますよね。狸かなというふうに言っているのが狸じゃなかったか

もしれないし、まだわからないわけですよね。 

 だから、そういうこと等を含めて、農業も、もうよいよ土俵際的なそのところが

現状はあります。だから、今言いましたように、来年度の農業、事業の展開という

ことも非常にみんな心配している状況にあろうから、早く道筋をどういうふうな、

今までどおりある程度のものを生産調整的なといいますか、そういうことをするの

かどうか。県単位でやらないとだめですから、美祢市だけがやったって意味はあり

ませんから。 

 そういったこと等を考えながら総合的に農業をね、考えていただきたいなという

ふうに思います。そのことをお願いをして、何かあります。何か言いたそうなお顔

をされているようにも見えなくもない。 

○議長（荒山光広君）  西岡市長。 

○市長（西岡 晃君）  安冨議員の農業についてでございますけれども、移動市長室

でも一番大きく関心事として捉えられております。その中でもやはり、きょうお示

しになられましたけれども、鳥獣被害の問題については、各地域非常に悩みの種と
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いいますか、というところでございます。 

 私も市長会を通じて県に対して鳥獣被害の防止に対する予算の増の要求もしてお

ります。また、美祢市においても、そういったことを積極的に行っていかなければ

ならないというふうに思っておりますので、鳥獣被害対策におきましても、県を巻

き込んで取り組んでまいりたいというふうに思っております。 

 それともう１点、先ほどの観光の件の最後で、安冨議員が、私が市長に就任して

からもずっと言われております、チョウザメという言葉が出てまいりました。実は

今検討しております。その中で安冨議員がおっしゃいますけれども、これちょっと

逆に質問させてもらうんですけれども、水の水利権の関係等はあると思います。こ

の辺は了解を得られた後に質問されておられたのか、それともそういうことなく、

ただ提案型でやられていたのか、それによって、今から私どものほうで検討してい

るところをどうしていくかということも考えていかなければいけないと思っており

ます。ちょっとお聞かせ願えればというふうに思います。 

○議長（荒山光広君）  安冨議員。 

○１５番（安冨法明君）  おっしゃるとおり、もう御存じだと思うんですが、弁天の

水利というのは、水利権の問題、非常に難しいところで。以前だから、以前といい

ますか前回話したと思うんですが、秋芳町時代にチョウザメの飼育をやろうという

ことでいいところまでいっていたんです。いろんな事情って、余り話せない部分も

あるんですが、要は、一つは病気の問題もあったんです、だったらどうするかとい

うな、そういうもの越えられると思うんですが、水利権の問題があるんです。 

 じゃあ民間があそこで名水１００選で使わせてねっていう話がきた。だけどその

ときは、何年ぐらいたつんですかね、だめでした。地元の反対で。だけども、今は

恐らく僕は、やはりこういう事業ってね、時代をつくっていくんですから、説得せ

んにゃいけんと思うんです。私も行ってもいいと思います。叱られてもね、行かな

きゃいけません。 

 そういうことをしないと、やはり地域の振興なんて図れません。今もう水利権た

って、こういう言い方するといけませんけども、昔のように水稲をいっぱいつくっ

ているわけじゃないですから、わりと水って、私は余裕があるんじゃないかなとい

うふうに思っています。 

 そういうこと等もありますから、ぜひ本当に越えられないほど高いハードルなの
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かどうかというと、私はそんなことはない、皆さんに理解を求めて、新しいそれこ

そ新しいミネコレ、新しい食材、そういうふうな考え方をしていかないと、それが

軌道に乗って儲かりだしたら民間にさせたっていいんです。それが私は田舎ってい

うとちょっと語弊があるかもしれませんけども、小さい自治体の使命だろうという

ふうに思うんで、そういうふうな思いを持っています。よろしく。終わります。 

○議長（荒山光広君）  以上をもちまして、本日予定された一般質問は終了いたしま

す。 

 残余の一般質問につきましては、明日９月１日金曜日に行いたいと思います。 

 本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでした。 

   午後３時４３分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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